
「東京2020オリンピック・パラリンピック フラッグツアーセレモニー」が開催されました
リオデジャネイロから東京都に引継がれたオリンピックフラッグ・パラリンピックフラッ

グが都内を巡り、西東京市では、平成28年12月17日に都立田無高等学校でフラッグ歓迎セレ
モニーが開催されました。
当日は約400人の市民が詰めかける中、リオデジャネイロ2016パラリンピックの走り幅跳

びで銀メダル、男子400ｍリレーで銅メダルを獲得された陸上選手 山本篤さんから、オリン
ピックフラッグを丸山市長に、パラリンピックフラッグを2018年冬季パラリンピックの出場
を目指している市民代表で市職員のアイススレッジホッケー選手 高橋和廣さんにそれぞれ
引継がれ、東京2020大会開催に向けた気運を醸成しました。

平成28年

第1回臨時会
第4回定例会

２面3面4面5面6面7面10面

紙
面
の
紹
介
（
も
く
じ
）

一
般
質
問
の
要
旨

　
森
住
　
孝
明
　
　
　
議
員
（
共
産
）

　
保
谷
　
清
子
　
　
　
議
員
（
共
産
）

　
藤
岡
　
智
明
　
　
　
議
員
（
共
産
）

　
大
竹
　
あ
つ
子
　
　
議
員
（
共
産
）

　
田
代
　
伸
之
　
　
　
議
員
（
公
明
）

　
大
林
　
光
昭
　
　
　
議
員
（
公
明
）

一
般
質
問
の
要
旨

　
藤
田
　
美
智
子
　
　
議
員
（
公
明
）

　
佐
藤
　
公
男
　
　
　
議
員
（
公
明
）

　
小
幡
　
勝
己
　
　
　
議
員
（
公
明
）

　
森
　
　
て
る
お
　
　
議
員
（
無
所
属
①
）

　
た
き
し
ま
　
喜
重
　
議
員
（
み
ら
い
）

　
山
崎
　
英
昭
　
　
　
議
員
（
み
ら
い
）

一
般
質
問
の
要
旨

　
桐
山
　
ひ
と
み
　
　
議
員
（
み
ら
い
）

　
小
峰
　
和
美
　
　
　
議
員
（
み
ら
い
）

　
後
藤
　
ゆ
う
子
　
　
議
員
（
ネ
ッ
ト
）

　
か
と
う
　
涼
子
　
　
議
員
（
ネ
ッ
ト
）

　
坂
井
　
か
ず
ひ
こ
　
議
員
（
民
主
改
）

　
二
木
　
孝
之
　
　
　
議
員
（
民
主
改
）

一
般
質
問
の
要
旨

　
森
　
　
信
一
　
　
　
議
員
（
民
主
改
）

　
納
田
　
さ
お
り
　
　
議
員
（
無
所
属
②
）

　
田
中
　
の
り
あ
き
　
議
員
（
自
民
）

　
浜
中
　
の
り
か
た
　
議
員
（
自
民
）

　
小
林
　
た
つ
や
　
　
議
員
（
自
民
）

　
酒
井
　
ご
う
一
郎
　
議
員
（
自
民
）

一
般
質
問
の
要
旨

　
遠
藤
　
源
太
郎
　
　
議
員
（
自
民
）

　
保
谷
　
な
お
み
　
　
議
員
（
自
民
）

　
浅
野
　
髙
司
　
　
　
議
員
（
自
民
）

用
語
の
解
説

臨
時
会
の
審
議
か
ら

予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

庁
舎
統
合
方
針
検
討
特
別
委
員
会
調
査
報
告

8面9面
議
会
N
E
W
S
①

　
議
場
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た

議
会
N
E
W
S
②

　
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

議
員
研
修
会

議
案
等
の
議
決
結
果
一
覧

請
願
・
陳
情
の
結
果

今
定
例
会
で
可
決
し
た
意
見
書

次
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

会
派
名
の
変
更

会
議
の
開
催
状
況

会
議
録
の
公
開
予
定

編
集
後
記

委
員
会
視
察
R
E
P
O
R
T

  

文
教
厚
生
委
員
会
　
議
会
運
営
委
員
会

  

企
画
総
務
委
員
会
　
建
設
環
境
委
員
会

主 

な 

議 

案 

等
　

「平成28年度一般会計補正予算（第4号）」を可決

庁舎統合方針（案）に関する事項について調査報告を行いました

　一般会計の歳入歳出について、それぞれ５億6,687万2,000円を追加する補正予算を可決しました。主
な内容は、保育施設に係る賃借料に対する補助及び保育従事職員宿舎借り上げを支援する補助等よる増
額です。（第4回定例会）

平成27年3月に設置した庁舎統合方針検討特別委員会で、庁舎統合方針（案）について議論を重ねてき
た結果を報告しました。（第4回定例会）

6面へ

7面へ

○第４回定例会
会期…12月2日(金)～12月21日(水)　20日間

○第１回臨時会
会期…11月30日(水)　　　　　　　  １日間

審議件数 否決・不採択可決・採択
※

議案 45（2） 45（2）
 条例 9（1） 9（1）
 予算 2（1） 2（1）
 その他 34 34  
議員提出議案 4 3 1
請願・陳情 13 3 10

※「可決･採択」には、同意を含んでいます。
※件数は、臨時会と定例会の合計で、括弧内は臨時会の件数です。

西  東  京  市  議  会 だ  よ  り

西東京市
Nishitokyo City

〒188-8666 西東京市南町5-6-13　　 042-464-1311　　編集／議会報編集委員会　発行／西東京市議会

第72号
平成29年2月15日
（2017年）

お知り合いの方でご希望の方がいらっしゃいましたら
谷戸図書館（　042-421-4545）へお問い合わせください。

「声の市議会だより」をお届けしています。
（デイジー版・CD版）
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ﾈ市内20施設に設けられている授乳スペース

ま
ち
づ
く
り
行
政
に
つ
い
て

質
問　
田
無
駅
南
口
駅
前
広
場

整
備
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。
ま
た
、
整
備
の
財
源
は
ど

う
考
え
る
の
か
。
都
市
計
画
道

路
３･

４･

24
号
線
は
、
今
後
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

答
弁　
平
成
28
年
７
月
か
ら
関

係
権
利
者
へ
の
事
業
協
力
の
お

願
い
と
個
別
説
明
、
物
件
調
査

を
開
始
し
た
。
財
源
は
国
の
補

助
金
な
ど
を
活
用
す
る
。３･

４

･

24
号
線
は
、
田
無
駅
南
口
広

場
整
備
計
画
の
進
捗
を
踏
ま
え
、

事
業
可
能
時
期
を
検
討
す
る
。

意
見　
商
店
や
近
隣
住
民
へ
の

速
や
か
な
情
報
提
供
と
丁
寧
な

説
明
を
求
め
る
。

質
問　
都
市
計
画
道
路
３･

３･
３
号
線
の
東
京
都
と
の
検
討
状

況
、
周
辺
住
民
へ
の
周
知
に
つ

い
て
伺
う
。

答
弁　
東
京
都
に
お
い
て
事
業

化
に
向
け
て
調
整
し
て
い
る
。

周
辺
住
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て

は
、
丁
寧
な
対
応
に
努
め
る
。

保
育
行
政
に
つ
い
て

質
問　
29
年
度
待
機
児
解
消
を

掲
げ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
対

策
を
伺
う
。
ま
た
、
保
育
士
確

保
、
処
遇
改
善
、
質
の
向
上
を

図
る
対
策
を
伺
う
。

答
弁　
28
年
度
は
、
認
可
４
カ

所
、
小
規
模
９
カ
所
、
事
業
所

内
保
育
１
カ
所
を
計
画
し
て
い

る
。
都
の
補
助
金
等
を
活
用
し

な
が
ら
、
保
育
士
の
確
保
や
就

業
継
続
に
つ
な
が
る
よ
う
処
遇

改
善
を
図
る
事
業
者
を
支
援
し

て
い
く
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

質
問　
市
の
総
合
事
業
へ
移
る

要
支
援
１
・
２
の
方
へ
の
家
事

援
助
を
行
う
「
く
ら
し
ヘ
ル
パ

ー
」
の
研
修
時
間
が
14
時
間
だ
。

重
要
な
見
守
り
に
も
関
係
す
る

仕
事
に
し
て
は
研
修
時
間
が
少

な
い
。
現
状
を
問
う
。

答
弁　
14
人
が
研
修
を
受
け
た
。

26
事
業
者
が
研
修
修
了
者
を
雇

い
入
れ
る
意
向
だ
。

意
見　
研
修
時
間
数
を
増
や
し
、

事
業
者
と
も
力
を
合
わ
せ
、
研

修
内
容
を
深
め
よ
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

質
問　
都
市
農
業
振
興
基
本
法

が
成
立
し
、
都
市
の
農
業
・
農

地
は
宅
地
化
か
ら
保
全
す
る
も

の
へ
と
方
向
転
換
し
た
。
相
続

税
や
固
定
資
産
税
の
軽
減
に
つ

い
て
、
国
に
意
見
を
上
げ
よ
。

答
弁　
都
市
農
地
保
全
自
治
体

協
議
会
か
ら
国
に
要
望
を
行
っ

て
い
る
。

質
問　
生
産
緑
地
を
買
い
取
り
、

高
齢
者
や
障
害
者
、
子
ど
も
た

ち
も
利
用
で
き
る
農
業
公
園
の

整
備
を
求
め
る
。

答
弁　
生
産
緑
地
の
買
い
取
り

は
、
総
合
的
に
検
討
し
、
ま
ち

づ
く
り
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

東
伏
見
公
園
の
整
備
に
つ
い
て

質
問　
「
暗
過
ぎ
る
の
で
電
灯

を
増
や
し
て
」
「
高
齢
者
が
使

え
る
健
康
遊
具
を
備
え
て
」
と

の
要
望
が
あ
る
。
東
京
都
へ
の

働
き
か
け
を
求
め
る
。

答
弁　
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
に
つ

い
て
、
適
宜
東
京
都
へ
伝
え
て

い
く
。

質
問　
市
民
の
暮
ら
し
向
き
に

関
係
な
く
行
財
政
改
革
を
図
る

の
か
。
市
民
の
暮
ら
し
の
痛
み

を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　
行
財
政
改
革
は
不
断
の

取
り
組
み
と
し
て
推
進
す
る
。

市
民
の
生
活
は
消
費
者
マ
イ
ン

ド
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
状
況

が
一
部
見
ら
れ
る
が
、
選
択
と

集
中
を
進
め
る
中
で
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
。

意
見　
国
保
料
、
保
育
料
、
が

ん
検
診
費
用
な
ど
の
負
担
増
で

は
市
民
の
健
康
の
保
障
が
な
い
。

行
財
政
改
革
は
見
直
す
べ
き
だ
。

庁
舎
統
合
方
針
に
つ
い
て

質
問　
優
先
す
べ
き
は
保
谷
庁

舎
耐
震
診
断
・
評
定
だ
。
ま
た

市
民
合
意
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

答
弁　
最
も
早
く
耐
震
対
応
が

図
れ
る
こ
と
か
ら
保
谷
庁
舎
を

取
り
壊
し
、
田
無
庁
舎
敷
地
内

に
仮
庁
舎
を
整
備
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。
取
り
組
み
を
理
解

す
る
意
見
が
あ
る
一
方
、
統
合

庁
舎
に
つ
い
て
は
な
お
時
間
を

か
け
て
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

意
見　
科
学
的
立
証
を
踏
み
外

す
判
断
は
拙
速
に
や
る
べ
き
で

は
な
い
。
説
明
会
や
パ
ネ
ル
展

示
な
ど
の
参
加
状
況
か
ら
見
て

合
意
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て

質
問　
市
と
し
て
実
態
調
査
、

対
策
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

答
弁　
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

対
象
者
に
33
項
目
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
（
回
答
率
42
・
３
％
）。

年
度
内
に
集
計
し
、
結
果
を
踏

ま
え
対
策
を
検
討
す
る
。

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問

介
護
看
護
に
つ
い
て

質
問　
要
介
護
高
齢
者
の
在
宅

で
の
介
護
を
24
時
間
支
え
る
定

期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介

護
看
護
は
、
働
き
な
が
ら
介
護

を
す
る
家
族
に
は
非
常
に
助
か

る
サ
ー
ビ
ス
だ
。
本
市
に
は
ま

だ
開
所
さ
れ
て
い
な
い
が
、
潜

在
的
ニ
ー
ズ
は
高
い
。
ど
の
よ

う
に
普
及
さ
せ
て
い
く
の
か
。

答
弁　
市
民
や
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
情
報
提
供
・

周
知
を
行
い
、
ま
ず
は
１
カ
所

の
開
設
を
目
標
と
す
る
。

障
害
者
の
就
労
に
つ
い
て

質
問　
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
え

ぽ
っ
く
は
福
祉
就
労
の
相
談
を

受
け
る
。
職
員
は
市
内
障
害
者

施
設
を
詳
し
く
知
る
必
要
が
あ

る
が
、
研
修
は
ど
の
よ
う
に
行

っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　
研
修
会
や
相
談
支
援
事

業
所
と
の
連
携
に
よ
り
資
質
の

向
上
に
努
め
て
い
る
。

意
見　
職
員
が
市
の
施
設
を
知

ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ

う
職
場
体
験
等
の
研
修
を
行
う

こ
と
を
求
め
る
。

地
域
猫
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

と
の
協
働
に
つ
い
て

質
問　
市
内
で
猫
の
多
頭
飼
育

崩
壊
が
起
こ
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
々
が
引
き
取
り
を
行

っ
た
が
費
用
や
労
力
の
重
い
負

担
が
か
か
っ
た
。
未
然
に
防
ぐ

た
め
に
は
、
庁
内
の
連
携
が
必

要
だ
が
見
解
は
。

答
弁　
関
係
機
関
・
関
係
部
署

と
の
連
携
を
進
め
て
い
く
。

質
問　
認
知
症
高
齢
者
の
方
の

徘
徊
ひ
と
り
歩
き
対
策
と
し
て
、

「
み
ま
も
り
シ
ー
ル
」
の
配
布

が
始
ま
っ
た
。
必
要
と
さ
れ
る

方
、
地
域
の
方
へ
の
丁
寧
な
情

報
提
供
が
重
要
。
周
知
方
法
は
。

答
弁　
今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒

体
を
使
い
周
知
を
進
め
る
。

質
問　
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

障
害
の
早
期
発
見
に
有
効
な
Ｍ

-

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｔ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

掲
載
を
検
討
す
べ
き
。

答
弁　
活
用
に
つ
い
て
は
、
保

護
者
の
方
々
へ
配
慮
し
、
一
定

の
知
見
を
見
き
わ
め
検
討
す
る
。

質
問　
起
業
創
業
支
援
と
し
て

「
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
施
設
」
整
備
を
早

急
に
進
め
る
べ
き
。
見
解
は
。

答
弁　
28
年
度
施
設
整
備
に
向

け
た
支
援
策
を
取
り
ま
と
め
、

企
画
提
案
型
の
補
助
制
度
の
創

設
を
目
指
す
。

質
問　
実
態
に
即
し
た
空
き
家

対
策
の
た
め
、
市
内
全
て
の
空

き
家
調
査
を
行
う
べ
き
。

答
弁　
全
棟
調
査
は
重
要
で
あ

る
。
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

や
内
容
に
つ
い
て
改
め
て
示
す
。

質
問　
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
南
口
の

パ
ー
キ
ン
グ
メ
ー
タ
ー
撤
去
に

伴
い
、
利
用
者
の
方
々
の
安
全

対
策
を
行
う
べ
き
。

答
弁　
安
全
確
保
に
向
け
た
整

備
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問　
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
北
口
自

転
車
駐
車
場
の
拡
充
を
。

答
弁　
生
産
緑
地
の
買
い
取
り

申
請
が
あ
り
、
自
転
車
駐
車
場

用
地
確
保
に
向
け
、
地
権
者
の

方
と
交
渉
を
進
め
て
い
る
。

質
問　

２
庁
舎
統
合
に
よ
る
市

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
、
財
政
負
担

軽
減
の
見
通
し
を
問
う
。

答
弁　
保
谷
庁
舎
機
能
の
再
配

置
で
人
件
費
な
ど
約
３
千
600
万

円
、
施
設
維
持
管
理
費
約
15
％

の
削
減
が
見
込
め
る
。
な
お
、

保
谷
庁
舎
敷
地
で
必
要
な
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
検
証
し
、
利
便
性

に
配
慮
す
る
。

質
問　
「
健
康
応
援
都
市
」
が

市
民
に
わ
か
る
よ
う
に
政
策
を

示
す
べ
き
。
ま
た
、
フ
レ
イ
ル

予
防
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、

本
市
の
取
り
組
み
を
問
う
。

答
弁　
健
康
づ
く
り
に
関
す
る

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
踏
ま
え
、

政
策
の
方
向
性
を
全
庁
的
に
検

証
す
る
。
東
大
高
齢
社
会
総
合

研
究
機
構
と
市
民
主
体
の
フ
レ

イ
ル
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
、
自
分
の
健
康
状
態
を
把
握

で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
る
。

質
問　
「
子
ど
も
と
そ
の
家
族

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
進
め
る
た
め
の
条
例

の
制
定
を
検
討
す
べ
き
。
ま
た
、

子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業

の
取
り
組
み
を
問
う
。

答
弁　
条
例
化
に
つ
い
て
は
、

必
要
に
応
じ
て
検
討
す
る
。
ま

た
、
子
育
て
応
援
の
た
め
に
市

内
20
施
設
で
、
授
乳
ス
ペ
ー
ス

確
保
や
粉
ミ
ル
ク
の
お
湯
の
提

供
を
行
っ
て
い
る
。

質
問　
田
無
駅
南
口
駅
前
広
場

整
備
の
進
捗
を
問
う
。

答
弁　
関
係
権
利
者
へ
協
力
の

お
願
い
、
補
償
等
の
個
別
説
明
、

物
件
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

＊

＊

一般質問（１）

一般質問の要旨道
路
整
備
は
住
民
の
声
を
聞
い
て
！

待
機
児
解
消
と
保
育
士
の
処
遇
改
善
を

森
住　
孝
明
（
共
産
）

高
齢
者
福
祉
の
充
実
、
農
業
振
興
で
、

誰
も
が
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
！

保
谷　
清
子
（
共
産
）

29
年
度
予
算
編
成
、
市
民
負
担
増
の

行
財
政
改
革
は
行
う
べ
き
で
な
い藤

岡　
智
明
（
共
産
）

誰
も
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ

田
代　
伸
之
（
公
明
）

少
子
高
齢
社
会
を
見
据
え
、

ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
せ
！

大
林　
光
昭
（
公
明
）

最
期
ま
で
自
宅
で
介
護
さ
れ
た
い
願
い

に
応
え
る
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
を
図
れ

大
竹　
あ
つ
子
（
共
産
）

自由民主党西東京市議団（自　民）
西東京市議会公明党　　（公　明）
日本共産党西東京市議団（共　産）
統一会派みらい　　　　（みらい）
民主改革フォーラム　　（民主改）
生活者ネットワーク　　（ネット）
無所属　　　　　　　　（無所属）

凡例

　
第
４
回
定
例
会
で
27
人
の
議
員
が
行
っ
た
一
般
質
問
の
主
な
内

容
で
す
。
掲
載
内
容
は
、
各
議
員
が
執
筆
し
、
そ
の
責
任
の
も
と

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◇
質
問
の
詳
細
は
会
議
録
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。「
会
議
録
の
公
開

予
定
」
は
10
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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田無庁舎市民広場

田無庁舎に隣接する中央図書館と田無公民館

質
問　
「
給
食
時
間
が
短
く
て

食
べ
た
い
の
に
残
し
て
い
る
」

と
保
護
者
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
。

市
内
生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、１
千
780
名
（
47
％
）
が
「
短

い
」と
答
え
、「
ち
ょ
う
ど
よ
い
」

と
答
え
た
生
徒
よ
り
多
く
、
３

年
前
か
ら
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
、「
給
食
を
残
す
・
時
々

残
す
」
と
答
え
た
生
徒
の
割
合

は
、
主
食
21
％
、
肉
・
魚
23
％
、

野
菜
28
％
で
２
割
以
上
に
も
な

る
。
給
食
審
議
会
資
料
に
よ
る

と
、
各
校
の
給
食
時
間
は
、
25

分
１
校
、30
分
２
校
、35
分
１
校
、

40
分
３
校
、
45
分
２
校
と
差
が

あ
る
。
配
膳
・
下
膳
の
工
夫
等

を
共
有
し
、
子
ど
も
の
声
を
反

映
し
た
改
善
を
求
め
る
。

答
弁　
中
学
校
の
喫
食
時
間
と

残
菜
の
関
係
に
つ
い
て
、
認
識

が
甘
か
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。

現
状
を
分
析
し
て
、
喫
食
時
間

を
確
保
し
、
そ
の
結
果
、
残
菜

が
減
り
、
子
ど
も
た
ち
も
し
っ

か
り
食
事
が
で
き
る
こ
と
を
目

指
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
中
町
地
域
の
水
路
に
か

か
る
ふ
た
の
劣
化
で
、
つ
ま
ず

い
て
け
が
を
す
る
市
民
が
い
る
。

安
全
対
策
を
求
む
。

答
弁　
老
朽
化
対
策
と
し
て
の

計
画
的
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
今

後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

そ
の
他
質
問
等

◇「
コ
ー
ル
田
無
」
の
利
用
者

目
線
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

◇
Ａ
Ｅ
Ｄ
コ
ン
ビ
ニ
設
置
で
24

時
間
稼
働
の
環
境
整
備
に
つ

い
て

質
問　
市
民
会
館
・
中
央
図
書

館
・
田
無
公
民
館
の
３
館
合
築

は
、
公
明
党
が
指
摘
し
て
い
る

６
項
目
①
十
分
な

市
民
説
明
②
南
部

地
域
の
適
正
配
置

③
芝
久
保
図
書

館
・
公
民
館
と
の

新
た
な
近
接
問
題

④
全
て
が
中
途
半

端
な
施
設
に
な
る

⑤
20
万
都
市
に
ふ

さ
わ
し
い
文
化
ホ

ー
ル
の
議
論
⑥
中

央
図
書
館
の
あ
り

方
の
議
論
。
こ
れ

ら
が
ク
リ
ア
で
き

な
け
れ
ば
ゼ
ロ
ベ

ー
ス
で
見
直
す
べ

き
で
あ
る
。

答
弁　
こ
れ
ま
で
の
提
案
や
質

疑
を
踏
ま
え
、
よ
り
丁
寧
な
対

応
が
必
要
と
判
断
し
、
改
め
て

質
問　
「
柳
沢
の
未
来
を
考
え

る
」
勉
強
会
に
パ
ネ
ラ
ー
と
し

て
参
加
し
た
が
、
改
め
て
地
域

の
関
心
の
高
さ
を
実
感
し
た
。

柳
沢
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に

お
い
て
、
優
先
整
備
路
線
西

３
・
４
・
18
号
線
と
柳
沢
駅
北

口
駅
前
広
場
の
整
備
の
必
要
性

に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
問
う
。

答
弁　
災
害
時
の
都
市
防
災
機

能
や
公
共
交
通
の
導
入
空
間
、

駅
前
の
に
ぎ
わ
い
に
つ
な
が
る
。

市
が
施
行
す
る
第
四
次
事
業
化

計
画
の
優
先
整
備
路
線
に
選
定

さ
れ
た
他
の
都
市
計
画
道
路
を

含
め
、
28
年
度
か
ら
10
年
の
間

に
整
備
着
手
で
き
る
よ
う
、
現

在
、
市
で
進
め
て
い
る
他
の
街

路
事
業
等
の
進
捗
状
況
や
財
政

状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
今
後
の
実

質
問　
市
長
は
２
期
目
の
出
馬

表
明
、
何
を
目
指
す
の
か
。

答
弁　
健
康
応
援
都
市
の
実
現

に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
む
。

質
問　
格
差
是
正
の
た
め
、
認

可
外
保
育
施
設
入
所
児
童
保
護

者
助
成
金
の
増
額
を
求
め
る
。

答
弁　
見
直
し
を
検
討
す
る
。

質
問　
庁
舎
駐
車
場
は
子
ど
も

事
業
無
料
を
拡
大
、
こ
も
れ
び

ホ
ー
ル
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

利
用
者
は
２
時
間
無
料
に
せ
よ
。

答
弁　
無
料
事
業
の
拡
大
、
15

分
100
円
な
ど
平
成
29
年
４
月
開

始
に
向
け
、
協
議
を
重
ね
る
。

質
問　
公
共
施
設
予
約
サ
ー
ビ

ス
を
24
時
間
稼
働
せ
よ
。

答
弁　
29
年
度
の
シ
ス
テ
ム
更

新
で
改
善
の
検
討
を
進
め
る
。

質
問　
増
え
る
学
童
の
ニ
ー
ズ

の
課
題
解
消
に
全
力
を
尽
く
せ
。

答
弁　
児
童
館
、
児
童
セ
ン
タ

施
計
画
の
中
で
整
理
し
て
い
く
。

質
問　
現
在
、
都
道
と
接
続
が

な
い
の
は
、
田
無
駅
南
口
と
西

武
柳
沢
駅
北
口
。
既
に
着
手
し

た
田
無
駅
南
口
駅
前
広
場
の
整

備
と
そ
の
接
道
と
な
る
３
・

４
・
24
号
線
の
整
備
の
工
期
は
。

柳
沢
駅
周
辺
の
整
備
は
い
つ
に

な
る
の
か
。

答
弁　
今
は
具
体
的
に
申
し
上

げ
ら
れ
な
い
。

意
見　
柳
沢
は
20
年
、
30
年
、

40
年
こ
の
ま
ま
か
。
方
法
論
を

考
え
て
実
施
し
て
ほ
し
い
。

そ
の
他
質
問
等

◇
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

◇
市
民
参
加
に
つ
い
て

◇
公
共
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い

て
◇
泉
小
跡
地
利
用
に
つ
い
て

質
問　
迷
走
を
続
け
る
庁
舎
統

合
方
針
は
白
紙
に
戻
し
、
市
民

参
加
で
検
討
し
直
せ
。

答
弁　
年
内
に
方
針
決
定
す
る
。

質
問　

３
館
合
築
は
ス
タ
ー
ト

か
ら
間
違
っ
て
い
る
。
各
施
設

の
あ
り
方
等
を
検
証
し
、
施
設

全
体
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を

描
き
、
長
期
的
な
適
正
規
模
・

配
置
の
中
で
市
民
会
館
売
却
も

含
め
て
ゼ
ロ
か
ら
検
討
し
直
せ
。

答
弁　
丁
寧
に
検
討
し
て
い
る
。

質
問　
行
政
が
方
針
決
定
し
、

最
後
に
ア
リ
バ
イ
づ
く
り
の
市

民
参
加
を
行
う
の
で
は
な
く
、

構
想
段
階
か
ら
丁
寧
な
市
民
参

加
が
不
可
欠
だ
。
泉
小
は
校
舎

を
取
り
壊
し
、
敷
地
半
分
を
売

却
等
の
結
論
あ
り
き
で
進
め
た

結
果
、
有
効
な
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
発
想
に
欠
け
る
。

答
弁　
地
域
住
民
の
一
定
の
理

解
を
得
て
い
る
。

質
問　
歳
出
を
抑
制
し
、
歳
入

を
確
保
す
る
た
め
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
等

多
様
な
民
間
活
力
導
入
の
積
極

的
な
取
り
組
み
を
求
め
る
。

答
弁　
で
き
る
だ
け
検
討
す
る
。

質
問　
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
南
口
整

備
と
パ
ー
キ
ン
グ
メ
ー
タ
ー
撤

去
を
一
体
的
に
検
討
し
、
歩
車

道
・
自
転
車
道
分
離
を
求
め
る
。

答
弁　
今
後
検
討
す
る
。

質
問　
緑
の
保
全
と
都
市
農
業

振
興
に
積
極
的
な
取
り
組
み
を

求
め
る
。

答
弁　
法
や
事
例
を
調
査
す
る
。

質
問　
西
東
京
市
を
日
本
一
子

育
て
の
し
や
す
い
ま
ち
へ
。

答
弁　
課
題
に
取
り
組
む
。

質
問　
市
長
に
と
っ
て
市
民
と

は
何
か
。
庁
舎
統
合
暫
定
案
で

は
、「
勝
手
に
決
め
た
け
ど
い
い

で
し
ょ
う
」と
聞
こ
え
る
。
市

民
広
場
に
仮
庁
舎
建
設
の
方
針

と
と
も
に
長
期
計
画
に
な
い
。

答
弁　
場
面
場
面
で
市
民
と
話

す
機
会
は
あ
る
。
統
合
庁
舎
に

つ
い
て
は
10
年
間
延
ば
し
た
。

声
が
出
な
い
６
〜
７
割
の
市
民

の
声
を
い
ろ
い
ろ
な
手
法
で
取

り
入
れ
て
き
た
。

質
問　
計
画
は
あ
る
程
度
ま
と

め
て
か
ら
市
民
に
提
示
す
る
と

言
っ
て
き
た
が
、
ま
と
め
る
の

に
誰
の
意
見
を
聞
い
た
の
か
。

市
民
に
た
た
き
台
を
出
し
て
、

市
民
議
論
を
経
て
練

り
直
せ
と
言
っ
て
い

る
。
成
案
を
出
さ
れ

て
も
意
見
を
出
し
よ

う
が
な
い
。
行
政
主

導
、
官
僚
主
導
だ
。

市
民
参
加
が
で
き
て

い
な
い
。

答
弁　
声
な
き
声
を

拾
う
の
は
難
し
い
。
少
数
で
も

声
が
大
き
く
多
数
に
見
え
る
こ

と
が
あ
る
。
２
庁
舎
体
制
に
つ

い
て
は
、
総
合
計
画
等
の
中
に

位
置
づ
け
は
あ
る
。
保
谷
庁
舎

の
対
応
や
２
庁
舎
体
制
の
課
題

解
消
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問　
変
更
可
能
な
た
た
き
台

を
市
民
に
示
せ
と
い
う
こ
と
だ
。

長
期
計
画
に
２
庁
舎
体
制
の
解

消
は
あ
る
が
、
２
庁
舎
体
制
の

一
定
程
度
の
解
消
は
な
い
。

答
弁　
暫
定
案
は
真
の
統
合
に

向
け
た
検
討
過
程
の
効
果
的
な

手
法
と
考
え
る
。
市
民
参
加
で

全
く
の
白
紙
の
状
態
か
ら
自
由

な
意
見
を
も
ら
う
の
は
難
し
い
。

検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

質
問　
指
定
管
理
者
制
度
の
目

的
で
あ
る
「
コ
ス
ト
の
削
減
と

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
を
最
大
限

に
実
現
す
る
た
め
に
も
市
の
管

理
と
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で
あ
る
。

答
弁　
今
後
も
適
正
な
制
度
運

用
に
努
め
る
。

公
民
連
携
の
積
極
的
活
用
！

質
問　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
の
民
間
活
力

を
導
入
し
た
公
民
連
携
に
つ
い

て
は
、
市
側
も
専
門
知
識
を
持

っ
た
人
材
の
確
保
と
専
門
部
署

の
設
置
が
必
要
で
あ
る
。

答
弁　
人
材
の
育
成
や
組
織
体

制
の
構
築
に
努
め
る
。

生
産
緑
地
の
再
指
定
に
つ
い
て

質
問　
都
市
農
業
振
興
基
本
法

の
施
行
に
伴
い
、
市
で
検
討
で

き
る
生
産
緑
地
の
再
指
定
に
つ

い
て
、
庁
内
で
再
検
討
す
べ
き
。

答
弁　
再
指
定
に
つ
い
て
は
税

の
公
平
性
等
検
討
課
題
が
あ
る
。

ー
、
放
課
後
子
供
教
室
と
の
連

携
な
ど
を
検
討
す
る
。

質
問　
谷
戸
小
学
校
か
ら
雨
水

が
大
量
に
流
れ
る
。
改
善
せ
よ
。

答
弁　
現
在
東
京
都
と
協
議
し

対
応
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

質
問　
南
町
、
柳
沢
、
栄
町
の

交
通
空
白
地
域
を
解
消
せ
よ
。

答
弁　
先
進
事
例
を
参
考
に
移

動
手
段
を
引
き
続
き
検
討
す
る
。

質
問　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
は
重
要
な
機

会
と
な
る
。
取
り
組
み
を
問
う
。

答
弁　

２
０
２
０
年
ま
で
を
３

期
に
分
け
る
。
第
３
期
は
開
催

年
、
選
手
村
で
の
歓
迎
、
観
戦
、

応
援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
等

の
取
り
組
み
を
行
う
。

一般質問（2）

「
給
食
時
間
が
短
く
て
食
べ
た
い
の
に

残
し
て
い
る
」
子
ど
も
の
声
に
応
え
よ

藤
田
　
美
智
子
（
公
明
）

市
長
２
期
目
の
目
指
す
目
的
を
問
う
！

市
駐
車
場
利
用
料
の
軽
減
を
求
め
る
！

小
幡
　
勝
己
（
公
明
）

市
民
参
加
と
い
う
の
な
ら

や
り
方
が
違
う
だ
ろ
！

森
　
て
る
お
（
無
所
属
）

西
武
柳
沢
駅
北
口
の
ま
ち
づ
く
り
は

20
年
30
年
40
年
変
わ
ら
な
い
？

た
き
し
ま
　
喜
重
（
み
ら
い
）

迷
走
を
続
け
る
庁
舎
統
合
方
針
と

３
館
合
築
は
白
紙
撤
回
せ
よ
！山

崎
　
英
昭
（
み
ら
い
）

３
館
合
築
は
公
明
党
指
摘
の
６
項
目
が

解
決
で
き
な
け
れ
ば
ゼ
ロ
か
ら
見
直
せ

佐
藤
　
公
男
（
公
明
）

第72号 （３）

西東京市
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高齢者の働く意欲や健康づくりを
サポートするシルバー人材センター

庁舎統合方針

健
康
づ
く
り
と
予
防
対
策

質
問　
歴
代
の
市
長
時
代
に
も

が
ん
検
診
の
有
料
化
議
論
は
あ

っ
た
が
、
政
治
判
断
で
守
り
無

料
化
の
継
続
を
維
持
し
て
き
た
。

市
長
が
有
料
化
の
代
替
に
医
師

会
と
連
携
し
、
二
次
検
診
の
精

密
検
査
の
受
診
率
を
向
上
さ
せ

る
た
め
に
医
師
会
の
公
益
事
業

と
し
て
費
用
の
一
部
助
成
を
実

施
す
る
予
定
が
、
保
険
診
療
の

た
め
関
係
機
関
と
の
調
整
中
で

あ
っ
た
が
ど
う
な
っ
た
か
。

答
弁　
厚
生
労
働
省
か
ら
保
険

医
療
制
度
上
な
じ
ま
な
い
と
の

見
解
が
示
さ
れ
た
。
今
後
は
さ

ら
な
る
受
診
勧
奨
と
個
別
医
療

機
関
で
の
追
跡
を
強
化
す
る
。

意
見　
私
の
指
摘
し
た
と
お
り

に
な
り
、
実
施
で
き
な
か
っ
た
。

費
用
負
担
の
先
行
で
は
な
く
、

丁
寧
な
追
跡
が
大
事
で
あ
る
。

泉
小
学
校
跡
地
活
用

質
問　
ボ
ー
ル
遊
び
や
防
災
機

能
等
を
活
用
で
き
る
整
備
等
を

求
め
る
陳
情
を
受
け
、
趣
旨
採

択
し
た
。
そ
の
後
陳
情
者
の
団

体
と
の
意
見
交
換
を
さ
れ
、
公

園
整
備
に
つ
い
て
は
評
価
す
る
。

行
政
内
部
の
検
討
経
過
は
。

答
弁　
地
域
活
用
エ
リ
ア
は
公

園
整
備
、
行
政
エ
リ
ア
は
一
部

売
却
と
障
害
者
・
高
齢
者
の
福

祉
施
設
と
考
え
て
い
る
。

意
見　
補
助
金
返
還
金
、
費
用

負
担
の
概
算
な
ど
財
政
の
裏
づ

け
が
議
会
に
説
明
の
な
い
ま
ま

１
カ
月
後
に
決
定
す
る
の
は
早

過
ぎ
る
。
行
政
エ
リ
ア
に
つ
い

て
は
さ
ら
な
る
議
論
が
必
要
だ
。

質
問　
土
に
触
れ
植
物
を
育
て

る
こ
と
が
心
身
を
ケ
ア
し
、
機

能
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
方
の

た
め
に
身
近
な
公
共
施
設
の
敷

地
や
公
園
を
活
用
で
き
な
い
か
。

市
長　
作
物
の
栽
培
に
適
し
た

場
所
の
確
保
、
管
理
方
法
、
施

設
利
用
者
の
理
解
等
課
題
が
あ

る
。
共
生
社
会
の
実
現
の
た
め

今
後
調
査
研
究
す
る
。

意
見　
身
近
な
と
こ
ろ
で
取
り

組
み
を
始
め
る
こ
と
で
市
民
の

理
解
が
進
む
。
そ
の
上
で
障
害

者
・
高
齢
者
の
就
労
に
つ
な
が

る
農
福
連
携
を
目
指
せ
。

質
問　
中
学
校
給
食
の
回
数
が

都
内
で
最
少
レ
ベ
ル
だ
。
生
活

保
護
受
給
者
は
給
食
費
が
無
料

で
あ
る
こ
と
や
、
食
育
の
観
点

か
ら
も
回
数
を
増
や
せ
な
い
か
。

教
育
長　
生
徒
の
成
長
に
給
食

は
大
切
な
こ
と
か
ら
回
数
増
を

検
討
し
て
い
る
。

質
問　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の

取
り
組
み
状
況
を
伺
う
。

教
育
部
長　
28
年
度
は
夏
季
休

業
中
の
補
習
教
室
の
実
施
日
数

を
増
や
し
、
学
習
支
援
の
充
実

を
図
っ
た
。
今
後
は
国
の
総
合

的
な
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進

事
業
「
地
域
未
来
塾
」
を
活
用

し
た
学
習
に
つ
い
て
研
究
を
進

め
る
。
ま
た
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
を
拡
大

し
相
談
対
応
件
数
も
大
幅
に
増

加
。
関
係
機
関
と
連
携
し
支
援

が
拡
大
し
た
。

そ
の
他
質
問
等

◇
10
代
の
投
票
率
に
つ
い
て

質
問　
全
て
の
公
立
小
中
学
校

に
特
別
支
援
教
室
が
設
置
さ
れ

る
が
、
未
就
学
児
の
療
育
も
重

要
だ
と
考
え
る
。
本
市
に
お
け

る
児
童
発
達
支
援
事
業
所
の
不

足
は
な
い
の
か
。
杉
並
区
、
武

蔵
野
市
で
は
、
人
口
比
で
分
析

す
る
と
多
く
の
事
業
所
が
開
設

さ
れ
て
い
る
が
支
援
体
制
の
仕

組
み
に
違
い
が
あ
る
の
か
。

答
弁　
市
内
で
は
、
こ
ど
も
の

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
い
ら
ぎ

及
び
み
ら
い
の
２
施
設
で
児
童

発
達
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
ひ
い
ら
ぎ
で
は
、
本
市
に

お
け
る
拠
点
機
能
と
し
て
の
総

合
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

事
業
所
が
増
え
れ
ば
保
護
者
の

選
択
肢
も
増
え
る
こ
と
か
ら
、

開
設
を
考
え
て
い
る
事
業
所
に

は
引
き
続
き
情
報
提
供
に
よ
る

支
援
を
行
っ
て
い
く
。

質
問　
老
朽
化
に
伴
う
保
谷
庁

舎
機
能
再
配
置
は
、
田
無
庁
舎

市
民
広
場
へ
の
リ
ー
ス
仮
庁
舎

整
備
と
の
方
針
で
あ
る
が
、
保

谷
庁
舎
敷
地
内
で
の
整
備
は
検

討
し
な
い
の
か
。
庁
舎
統
合
方

針
案
で
は
、
市
中
心
エ
リ
ア
に

お
け
る
庁
舎
統
合
の
適
地
が
確

保
で
き
な
い
場
合
は
、
現
在
の

庁
舎
敷
地
で
の
統
合
に
つ
い
て

も
検
討
す
る
と
の
考
え
が
示
さ

れ
て
い
る
が
、
田
無
庁
舎
広
場

に
仮
庁
舎
を
整
備
し
た
場
合
は
、

田
無
庁
舎
で
の
庁
舎
統
合
は
困

難
で
は
な
い
の
か
。

答
弁　
田
無
庁
舎
広
場
に
仮
庁

舎
を
整
備
す
る
暫
定
的
な
対
応

方
策
が
望
ま
し
い
と
判
断
し
た
。

質
問　
後
世
に
残
る
何
に
注
力

し
て
市
政
を
進
め
て
き
た
か
。

答
弁　
も
っ
と
元
気
で
健
康
な

ま
ち
に
し
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
地
域
福
祉
や
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

意
見　

４
年
に
１
度
の
世
紀
の

祭
典
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
日
々
努
力

し
て
い
る
選
手
に
少
し
で
も
何

か
を
し
て
あ
げ
ら
れ
な
い
か
。

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て

意
見　
文
科
省
が
実
施
し
た
小

中
学
校
の
ト
イ
レ
整
備
の
調
査

結
果
の
中
で
、
85
％
が
和
便
器

よ
り
洋
便
器
を
希
望
し
て
い
る
。

ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
付
き
の
便
器

に
改
善
せ
よ
。

児
童
数
増
へ
の
対
応
に
つ
い
て

質
問　
田
無
四
中
は
近
隣
の
小

学
校
の
児
童
数
の
増
加
に
よ
り

教
室
が
不
足
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
教
室
の
増
築
や
通
学
区
域

の
見
直
し
が
考
え
ら
れ
る
が
、

保
護
者
か
ら
不
安
の
声
を
聞
く
。

答
弁　
良
好
な
教
育
環
境
を
維

持
す
る
た
め
対
応
を
検
討
す
る
。

３
館
合
築
に
つ
い
て

意
見　
市
民
会
館
・
中
央
図
書

館
・
田
無
公
民
館
の
合
築
は
非

常
に
無
理
が
あ
る
。
市
民
会
館

を
通
る
府
中
道
は
幅
員
６
ｍ
だ
。

ベ
ビ
ー
カ
ー
を
引
い
て
通
る
道

に
し
て
は
あ
ま
り
に
も
危
険
で

子
ど
も
を
通
わ
せ
る
図
書
館
で

は
無
理
難
題
。
再
選
を
目
指
す

市
長
は
公
約
に
３
館
合
築
を
入

れ
ず
に
挑
む
な
ら
当
選
し
た
暁

に
は
実
行
す
る
も
の
で
は
な
い
。

質
問　
市
長
１
期
目
に
お
け
る

子
ど
も
施
策
の
到
達
点
は
。
今

後
、
子
ど
も
の
権
利
条
例
制
定

に
取
り
組
む
意
思
は
あ
る
の
か
。

市
長　
虐
待
防
止
に
向
け
、
迅

速
な
対
応
の
強
化
に
努
め
た
。

児
童
福
祉
法
改
正
の
趣
旨
を
踏

ま
え
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
育

つ
環
境
づ
く
り

を
推
進
し
た
い
。

質
問　
庁
舎
問

題
な
ど
市
民
合

意
が
必
要
な
施

策
に
、
市
民
説

明
会
と
パ
ブ
コ

メ
が
繰
り
返
さ

れ
た
。
市
民
参

加
手
続
を
ど
の

よ
う
な
基
準
で

選
択
し
て
い
る

の
か
。

市
長　
案
件
に

よ
り
最
も
効
果

的
な
手
続
を
選

質
問　
平
成
28
年
11
月
に
11
月

と
し
て
54
年
ぶ
り
の
降
雪
と
な

っ
た
都
心
で
は
、
転
倒
に
よ
る

け
が
人
や
鉄
道
ダ
イ
ヤ
の
乱
れ

も
あ
っ
た
。
大
雪
等
の
場
合
に

市
内
交
通
の
安
全
対
策
や
市
民

や
公
共
施
設
に
お
け
る
市
の
対

応
を
伺
う
。

市
長　

市
内
５
駅
の
駅
前
広
場

の
歩
道
及
び
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン

デ
ッ
キ
、
小
学
校
周
辺
の
歩
道
、

要
望
を
受
け
た
箇
所
の
除
雪
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
雪
の
予

報
が
出
た
時
点
で
事
前
に
融
雪

剤
を
配
布
し
て
い
る
。
大
雪
警

報
の
情
報
を
、
安
全
・
安
心
い

ー
な
メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
を
活
用
し
て
、
市
民
へ
注

意
喚
起
し
て
い
る
。
公
共
施
設

に
お
い
て
は
、
利
用
者
の
皆
様

に
支
障
が
な
い
よ
う
除
雪
等
の

対
応
に
努
め
て
い
る
。

質
問　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
は
法
制
化
さ
れ
て
30
年
に
な

り
、
世
界
に
例
を
見
な
い
高
齢

者
の
た
め
の
す
ぐ
れ
た
雇
用
シ

ス
テ
ム
と
し
て
世
界
か
ら
注
目

さ
れ
て
い
る
。
課
題
で
あ
る
会

員
の
増
加
と
就
労
の
確
保
に
向

け
た
取
り
組
み
状
況
を
伺
う
。

市
長　
高
齢
化
が
急
速
に
進
展

す
る
中
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
役
割
は
大
き
く
、
会
員

の
増
加
及
び
会
員
の
皆
様
の
就

業
の
場
の
確
保
は
重
要
と
考
え

て
い
る
。
27
年
度
に
策
定
し
た

「
公
益
社
団
法
人
西
東
京
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
基
本
３

カ
年
計
画
」
に
基
づ
い
て
活
動

し
て
い
る
。

択
し
て
い
る
。

意
見　
い
ず
れ
も
合
意
形
成
に

効
果
を
発
揮
し
な
い
手
法
だ
。

市
民
参
加
条
例
の
本
旨
は
「
市

民
意
見
の
反
映
」
で
あ
り
、
行

政
の
意
向
を
市
民
に
理
解
い
た

だ
く
こ
と
で
は
な
い
。
若
い
世

代
に
も
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
情
報
提
供
と
参
加
の
手

法
を
工
夫
す
べ
き
だ
。

質
問　
低
年
金
の
単
身
高
齢
者

が
増
加
し
て
い
る
。
住
宅
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
取
り
組
み
は
。

市
長　
保
証
人
が
見
つ
か
ら
な

い
高
齢
者
等
を
対
象
に
、
家
賃

保
証
会
社
を
あ
っ
せ
ん
す
る
事

業
を
28
年
度
か
ら
始
め
た
。
要

件
を
満
た
す
場
合
は
保
証
料
の

一
部
助
成
も
行
っ
て
い
る
。

意
見　
住
ま
い
と
生
活
支
援
、

空
き
家
の
利
活
用
を
一
体
的
に

進
め
て
い
く
べ
き
だ
。

そ
の
他
質
問
等

◇
多
文
化
共
生
に
つ
い
て

＊

一般質問（3）

桐
山　
ひ
と
み
（
み
ら
い
）

農
業
と
福
祉
の
連
携
を

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
め

丸
山
市
政
は
思
い
つ
き
予
算
と
計
画
性

な
し
！
健
康
づ
く
り
も
停
滞
中
！

後
藤　
ゆ
う
子
（
ネ
ッ
ト
）

ど
ん
な
思
い
の
市
政

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
の
か

小
峰　
和
美
（
み
ら
い
）

待
っ
た
な
し
の
住
宅
困
窮
者
対
策

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
を
急
げ
！

か
と
う　
涼
子
（
ネ
ッ
ト
）

西
東
京
市
の
積
雪
対
策
の
課
題
は
？

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
課
題
は
？

坂
井　
か
ず
ひ
こ
（
民
主
改
）

未
就
学
児
の
療
育
も
大
変
重
要

児
童
発
達
支
援
施
設
に
不
足
は
な
い
か

二
木　
孝
之
（
民
主
改
）
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駅前広場整備が始動した田無駅南口

質
問　
は
な
バ
ス
第
４
南
ル
ー

ト
の
芝
久
保
町
２
・
３
丁
目
は

以
前
１
時
間
に
２
本
運
行
し
て

い
た
が
、
現
在
は
１
時
間
に
１

本
で
あ
る
。
１
時
間
に
２
本
の

運
行
に
戻
せ
な
い
か
。

答
弁　
利
用
状
況
に
よ
り
課
題

区
間
と
な
っ
て
い
る
が
、
利
用

者
数
の
改
善
が
図
ら
れ
た
場
合

に
は
、
見
直
し
を
検
討
す
る
。

質
問　
市
長
は
地
域
協
力
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
設
立
等
、
地
域
力

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

地
域
住
民
が
活
動
す
る
上
で
集

会
所
等
、
活
動
拠
点
を
増
や
す

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　
適
正
配
置
や
受
益
者
負

担
な
ど
の
観
点
か
ら
、
市
民
交

流
施
設
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

質
問　

骨
髄
提
供
者
（
ド
ナ

ー
）
の
休
業
補
償
助
成
制
度

（
本
人
と
勤
務
す
る
事
業
所
に

対
す
る
休
業
補
償
等
）
が
近
隣

市
で
は
既
に
行
わ
れ
て
い
る
。

本
市
で
も
早
期
に
始
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
。

答
弁　
法
律
等
の
趣
旨
に
鑑
み
、

先
行
し
た
自
治
体
の
状
況
等
を

踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

質
問　
各
種
が
ん
検
診
の
中
で

受
診
年
齢
を
偶
数
年
齢
と
し
て

い
る
も
の
が
あ
る
が
、
初
回
に

限
り
、
奇
数
・
偶
数
関
係
な
く

受
け
た
い
と
思
っ
た
と
き
に
受

診
で
き
る
よ
う
に
変
更
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
弁　
乳
が
ん
及
び
子
宮
頸
が

ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
現
在
見

直
し
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て

い
る
。

質
問　
市
長
は
平
成
28
年
11
月

７
日
に
記
者
会
見
を
行
い
、
２

期
目
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と

を
表
明
し
た
が
そ
の
決
意
を
問

う
。
ま
た
再
選
し
た
場
合
、
次

の
４
年
間
の
取
り
組
み
を
問
う
。

答
弁　
引
き
続
き
第
２
次
総
合

計
画
の
施
策
推
進
、
さ
ら
に
は

総
合
戦
略
の
基
軸
に
掲
げ
た
健

康
応
援
都
市
「
西
東
京
市
」
の

実
現
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組

む
こ
と
が
責
務
で
あ
る
と
考
え
、

引
き
続
き
市
政
運
営
を
担
い
た

い
と
決
意
を
表
明
し
た
。

意
見　
市
長
と
再
び
市
政
を
前

に
進
め
る
議
論
が
で
き
る
こ
と

を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
。

質
問　
本
市
で
は
保
証
人
が
見

つ
か
ら
な
い
等
の
理
由
に
よ
り

民
間
賃
貸
住
宅
へ
の
入
居
や
居

住
継
続
が
困
難
な
方
に
対
し
、

市
と
協
定
を
結
ん
だ
保
証
会
社

と
協
力
し
て
、
住
宅
探
し
や
保

証
契
約
の
あ
っ
せ
ん
を
行
う
住

宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
開
始

し
た
。
取
り
組
み
内
容
と
実
績

を
問
う
。

答
弁　
28
年
度
か
ら
高
齢
者
等

を
対
象
に
、
家
賃
保
証
会
社
に

依
頼
し
て
、
民
間
賃
貸
住
宅
を

探
す
手
伝
い
を
行
っ
て
い
る
。

保
証
人
が
見
つ
か
ら
な
い
た
め

に
入
居
が
困
難
な
場
合
に
は
、

家
賃
保
証
会
社
と
の
保
証
委
託

契
約
を
あ
っ
せ
ん
し
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
場
合
は
、
保
証

料
の
一
部
を
市
が
助
成
す
る
。

平
成
28
年
７
月
か
ら
開
始
し
、

11
月
時
点
で
16
件
の
相
談
が
あ

り
、
３
件
が
入
居
に
至
っ
た
。

３
館
合
築
複
合
化
は
絶
対
に
田

無
庁
舎
敷
地
内
で
行
う
べ
き
！

質
問　
田
無
駅
南
口
駅
前
広
場

開
発
が
始
動
し
た
。
中
央
図
書

館
・
田
無
公
民
館
に
大
ホ
ー
ル

機
能
を
備
え
た
３
館
合
築
複
合

化
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
行
い
、

地
域
活
性
化
と
担
税

力
強
化
を
目
的
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
行

う
べ
き
だ
。
市
民
会

館
建
て
替
え
案
、
市

民
広
場
に
５
階
建
て

仮
設
庁
舎
建
設
案
に

は
断
固
反
対
す
る
。

答
弁　
田
無
駅
南
口

は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

拠
点
・
商
業
中
心
拠

点
と
位
置
づ
け
て
い

る
。
総
合
計
画
や
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
で
示
し
た
将
来

像
の
実
現
に
向
け
て

検
討
を
進
め
る
。

保
谷
庁
舎
に
地
域
包
括
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
を
実
現
せ
よ
！

質
問　
庁
舎
統
合
暫
定
案
で
健

康
課
が
防
災
セ
ン
タ
ー
に
存
置

さ
れ
る
。
医
師
会
・
高
齢
者
支

援
課
・
在
宅
療
養
連
携
支
援
セ

ン
タ
ー
を
同
地
に
集
約
し
地
域

包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
創
設
を
。

答
弁　
利
便
性
や
市
民
サ
ー
ビ

ス
確
保
の
観
点
か
ら
検
証
す
る
。

避
難
所
運
営
協
議
会
の
重
要
性

質
問　
学
校
対
応
の
強
化
や
緊

急
初
動
訓
練
を
行
い
、
行
政
の

緊
急
初
動
要
員
と
顔
の
見
え
る

関
係
構
築
が
必
要
だ
が
対
応
は
。

答
弁　
校
長
会
を
通
じ
て
学
校

防
災
の
啓
発
に
努
め
る
。
先
進

事
例
や
他
自
治
体
の
情
報
提
供
、

協
議
会
同
士
の
情
報
共
有
、
緊

急
初
動
要
員
と
連
携
し
た
初
動

訓
練
な
ど
教
育
委
員
会
と
市
長

部
局
が
連
携
し
て
働
き
か
け
る
。

丸
山
市
長
、
２
期
目
の
出
馬

へ
！
４
年
間
の
成
果
と
今
後
の

西
東
京
市
に
つ
い
て
問
う

質
問　
市
長
は
11
月
７
日
に
１

月
29
日
公
示
、
２
月
５
日
投
開

票
の
西
東
京
市
長
選
挙
に
２
期

目
の
出
馬
を
表
明
し
た
。
こ
の

４
年
間
の
成
果
と
今
後
の
課
題

に
つ
い
て
問
う
。

市
長　
大
変
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
、

新
た
な
行
政
課
題
へ
も
対
応
を

し
て
き
た
。
引
き
続
き
改
革
を

進
め
な
が
ら
、
地
域
が
そ
れ
ぞ

れ
の
特
徴
を
生
か
し
た
自
立
的
、

持
続
的
な
社
会
を
創
生
し
、
市

民
の
皆
様
と
と
も
に
健
康
応
援

都
市
を
構
築
し
た
い
。

庁
舎
統
合
方
針
決
定
へ
！

質
問　
市
長
は
庁
舎
統
合
方
針

（
案
）
改
定
版
で
市
の
方
針
を

年
内
に
決
定
す
る
と
表
明
し
て

い
る
が
、
改
め
て
庁
舎
統
合
の

意
味
に
つ
い
て
問
う
。

市
長　
合
併
以
来
、
１
市
２
庁

舎
体
制
に
よ
り
市
政
を
運
営
し

て
き
た
が
、
財
政
負
担
や
市
民

サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
、
業
務
効

率
の
低
下
と
い
っ
た
課
題
が
あ

る
。
健
全
な
自
治
体
運
営
を
行

う
た
め
に
も
庁
舎
は
統
合
す
る

べ
き
だ
と
考
え
る
。

意
見　
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
消

の
た
め
に
庁
舎
は
統
合
す
る
べ

き
で
あ
り
、
早
期
に
保
谷
庁
舎

の
耐
震
対
応
を
図
る
べ
き
と
考

え
る
。
市
長
は
市
長
選
挙
で
市

民
に
統
合
方
針
に
つ
い
て
説
明

し
、
信
任
を
得
る
べ
き
だ
。

質
問　

４
年
間
の
任
期
中
に
結

論
が
出
て
い
な
い
２
庁
舎
問
題
、

３
館
合
築
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
庁
舎
問
題
は
、
統
合
庁

舎
の
位
置
や
規
模
等
を
検
討
中

で
、
年
内
に
「
庁
舎
統
合
方

針
」
を
決
定
し
た
い
。
３
館
合

築
は
、
年
内
を
め
ど
と
し
て
い

た
が
、
こ
れ
ま
で
の
意
見
等
を

踏
ま
え
、
改
め
て
検
討
し
た
い
。

質
問　
フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
い

て
伺
う
。

答
弁　
フ
レ
イ
ル
状
態
は
、
フ

ィ
ジ
カ
ル
・
メ
ン
タ
ル
・
ソ
ー

シ
ャ
ル
が
重
な
り
合
う
も
の
と

さ
れ
、
健
康
寿
命
と
平
均
寿
命

の
か
い
離
が
大
き
い
。
フ
レ
イ

ル
予
防
に
取
り
組
む
に
当
た
り
、

東
京
大
学
高
齢
社
会
総
合
研
究

機
構
と
連
携
協
定
を
結
ぶ
予
定
。

意
見　
医
療
と
介
護
の
連
携
を

軸
と
し
た
地
域
包
括
シ
ス
テ
ム

の
構
築
が
必
要
だ
。
専
門
的
な

知
識
を
持
つ
丸
山
市
長
の
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
求
め
る
。

質
問　
市
の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
映
画
な
ど
の
撮
影
場
所

を
誘
致
す
る
本
事
業
は
、
集
客

や
地
域
の
活
性
化
を
促
す
。

意
見　
シ
ネ
マ
倶
楽
部
の
皆
様

を
通
し
、
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

の
若
い
監
督
た
ち
と
市
民
を
結

ぶ
橋
渡
し
を
し
て
ほ
し
い
。

質
問　
谷
戸
イ
チ
ョ
ウ
公
園
付

近
の
バ
ス
停
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
西
武
バ
ス
か
ら
は
、
地

域
商
店
会
の
協
力
も
得
な
が
ら
、

関
係
機
関
と
の
調
整
を
進
め
る

予
定
と
聞
い
て
い
る
。

西
武
柳
沢
駅
周
辺
に
つ
い
て

質
問　
10
年
以
内
に
整
備
着
手

を
予
定
し
て
い
る
が
、
工
程
は
。

市
長　
28
年
度
か
ら
10
年
以
内

に
整
備
着
手
で
き
る
よ
う
に
実

施
計
画
の
中
で
整
理
す
る
。

公
園
行
政
に
つ
い
て

質
問　
指
定
管
理
者
制
度
を
活

用
し
さ
ら
に
民
間
活
力
や
育
成

の
取
り
組
み
が
必
要
だ
。
小
さ

な
公
園
に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ビ
ジ
ネ
ス
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
人
が
集
ま
る
仕
組
み
づ

く
り
を
す
る
べ
き
だ
。
見
解
は
。

市
長　
課
題
等
を
整
理
し
公
園

配
置
計
画
の
中
で
検
討
す
る
。

質
問　
東
伏
見
公
園
の
有
効
活

用
を
図
り
多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
べ
き
だ
。
地
域
と
連

携
し
た
イ
ベ
ン
ト
実
施
に
向
け

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
実
施
せ
よ
。

市
長　
条
件
整
備
な
ど
の
市
民

要
望
は
東
京
都
に
伝
え
る
。

商
店
街
の
Ｐ
Ｒ
支
援
に
つ
い
て

質
問　
人
口
が
20
万
人
を
超
え

人
口
増
加
傾
向
を
活
性
化
策
に

生
か
す
べ
き
だ
。
転
入
者
を
新

た
な
消
費
者
に
す
る
た
め
の
商

店
会
へ
の
支
援
策
は
。

答
弁　
消
費
者
と
商
店
会
を
つ

な
げ
る
取
り
組
み
は
重
要
だ
。

引
き
続
き
商
工
会
と
連
携
し
商

店
会
活
動
の
Ｐ
Ｒ
支
援
を
行
う
。

そ
の
他
質
問
等

◇
観
光
振
興
事
業
に
つ
い
て

◇
市
内
産
農
産
物
の
活
用
に
つ

い
て

◇
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構

築
に
つ
い
て

◇
下
野
谷
遺
跡
に
つ
い
て

＊

一般質問（4）

「
交
通
・
地
域
力
・
健
康
」
も
っ
と

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
！

森　
信
一
（
民
主
改
）

市
長
選
挙
に
つ
い
て

民
間
賃
貸
住
宅
の
入
居
支
援
に
つ
い
て

田
中　
の
り
あ
き
（
自
民
）

丸
山
市
長
が
２
期
目
に
挑
戦
！

西
東
京
市
の
未
来
の
た
め
に
全
力
を
！

浜
中　
の
り
か
た
（
自
民
）

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

フ
レ
イ
ル
、Ｆ・
Ｃ
、
谷
戸
バ
ス
停小林　

た
つ
や
（
自
民
）

も
っ
と
健
康
！
も
っ
と
健
康
に
！

丸
山
市
政
で
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
！

酒
井　
ご
う
一
郎
（
自
民
）

田
無
駅
南
口
ま
ち
づ
く
り
を
核
に
し
た

担
税
力
強
化
策
こ
そ
未
来
の
カ
ギ
だ
！

納
田　
さ
お
り
（
無
所
属
）

第72号 （５）

西東京市
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質
問　
句
碑
や
オ
ブ
ジ
ェ
の
あ

る
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
は
。

答
弁　
句
碑
に
か
か
わ
ら
ず
歩

い
て
楽
し
め
る
ま
ち
に
し
た
い
。

質
問　
田
無
駅
南
口
広
場
の
イ

メ
ー
ジ
を
早
く
公
開
す
る
べ
き
。

答
弁　
警
視
庁
と
道
路
の
線
形

な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
。

質
問　
都
市
計
画
道
路
第
四
次

事
業
化
の
や
る
気
・
本
気
度
は
。

答
弁　
着
実
に
整
備
着
手
さ
れ

る
よ
う
都
に
働
き
か
け
る
。

質
問　
み
ず
か
ら
守
る
も
の
が

な
い
自
転
車
の
安
全
運
転
の
啓

発
に
力
を
入
れ
Ｐ
Ｒ
せ
よ
。

答
弁　
関
係
機
関
と
協
力
・
連

携
し
て
モ
ラ
ル
向
上
を
図
る
。

質
問　
公
道
の
よ
う
な
私
道
は

積
極
的
に
市
が
整
備
せ
よ
。

答
弁　
条
例
に
基
づ
き
、
補
助

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

質
問　
遠
く
の
緑
は
賛
成
だ
が
、

近
く
の
緑
は
反
対
と
い
う
面
が

あ
る
。
緑
を
守
る
こ
と
は
リ
ス

ク
も
あ
る
。
Ｐ
Ｒ
せ
よ
。

答
弁　
緑
の
保
全
に
は
市
民
の

理
解
が
大
切
。
身
近
な
緑
の
活

用
と
保
全
に
努
め
て
い
る
。

質
問　
都
市
の
農
業
を
守
る
本

市
の
現
状
と
対
応
は
。

答
弁　
体
験
農
園
開
設
時
の
支

援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

も
国
や
都
の
動
向
を
注
視
し
、

農
業
振
興
や
農
地
保
全
に
取
り

組
む
。

質
問　
学
校
給
食
に
地
元
農
産

物
の
積
極
的
な
利
用
を
せ
よ
。

答
弁　
食
材
発
注
が
１
カ
月
単

位
の
た
め
長
期
契
約
栽
培
が
で

き
な
い
。
懇
談
会
を
活
用
す
る
。

質
問　
保
谷
庁
舎
（
本
丸
）
は
、

田
無
庁
舎
中
庭
に
建
設
す
る
仮

庁
舎
に
移
転
と
行
政
主
導
で
決

め
て
い
る
。
14
年
後
に
庁
舎
統

合
と
な
る
が
、
そ
の
間
保
谷
庁

舎
は
更
地
に
し
て
お
く
の
か
。

答
弁　
保
谷
庁
舎
敷
地
に
あ
る

他
の
公
共
施
設
の
更
新
も
見
据

え
た
跡
地
活
用
案
を
改
め
て
検

討
す
る
。

質
問　
市
長
は
心
や
体
の
健
康

だ
け
で
な
く
、
ま
ち
の
健
康
が

大
事
だ
と
言
っ
て
い
る
。
現
在

の
西
東
京
市
や
行
政
は
健
康
か
。

答
弁　
行
財
政
改
革
を
推
進
す

る
こ
と
で
行
政
の
健
康
、
健
康

応
援
都
市
の
実
現
を
目
指
す
。

質
問　
ひ
ば
り
が
丘
中
学
校
は

中
原
小
学
校
の
建
設
後
、
ひ
ば

り
が
丘
団
地
南
側
の
（
仮
称
）

第
10
中
学
校
に
移
転
す
る
。
泉

小
学
校
に
続
き
、
ひ
ば
り
が
丘

中
学
校
跡
地
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
弁　
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
今

後
検
討
を
進
め
る
。

質
問　
調
布
保
谷
線
の
都
道
233

号
線
、
保
谷
庁
舎
と
の
交
差
点

か
ら
北
部
、
新
座
境
に
バ
ス
ベ

イ
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
現

在
路
線
バ
ス
は
走
っ
て
い
な
い
。

今
後
走
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

答
弁　
東
京
都
が
調
布
保
谷
線

を
整
備
す
る
際
に
民
間
バ
ス
事

業
者
と
の
協
議
に
よ
り
、
道
路

の
築
造
に
合
わ
せ
て
バ
ス
ベ
イ

を
設
置
し
た
と
伺
っ
て
い
る
。

新
た
な
バ
ス
路
線
の
検
討
に
つ

い
て
は
引
き
続
き
民
間
バ
ス
事

業
者
に
要
望
す
る
。

質
問　
泉
小
学
校
跡
地
活
用
案

に
つ
い
て
伺
う
。
こ
れ
ま
で
の

検
討
状
況
と
今
後
の
整
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

答
弁　
平
成
27
年
第
１
回
定
例

会
で
、
２
本
の
陳
情
が
趣
旨
採

択
さ
れ
た
の
を
受
け
、
地
域
住

民
と
の
意
見
交
換
な
ど
を
行
っ

て
き
た
。
庁
内
調
査
も
３
回
行

っ
た
。
こ
れ
ま
で
地
域
か
ら
い

た
だ
い
た
意
見
、
将
来
の
行
政

需
要
等
を
踏
ま
え
、
個
別
計
画

と
の
整
合
性
に
も
留
意
し
て
、

跡
地
活
用
方
針
案
は
決
め
た
。

今
後
は
、
29
年
度
に
校
舎
の
取

り
壊
し
、
分
筆
測
量
や
地
区
計

画
を
行
い
、
施
設
の
設
計
、
整

備
を
進
め
て
い
く
。
32
年
度
の

整
備
完
了
を
予
定
し
て
い
る
。

質
問　
い
こ
い
の
森
公
園
に
は
、

か
つ
て
、
東
京
大
学
原
子
核
研

究
所
、
宇
宙
線
研
究
所
が
あ
っ

た
。
こ
こ
で
研
究
し
て
い
た
人

が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
て
い

る
。
記
念
の
植
樹
を
、
平
成
28

年
３
月
定
例
会
で
提
案
し
た
。

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
。

答
弁　
こ
の
地
で
研
究
し
た
人

の
中
か
ら
、
４
人
の
ノ
ー
ベ
ル

物
理
学
賞
受
賞
者
を
輩
出
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
が
身
近
な
存
在
に

な
り
、
将
来
へ
の
夢
と
希
望
が

無
限
に
広
が
る
き
っ
か
け
に
な

る
こ
と
を
期
待
す
る
。
記
念
植

樹
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
関

係
者
と
調
整
し
つ
つ
、
庁
内
関

係
部
署
で
検
討
を
進
め
る
。

＊
Ｍ‐
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｔ（
エ
ム
チ
ャ
ッ
ト
）

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障

害
の
診
断
に
用
い
ら
れ
る
乳

幼
児
期
自
閉
症
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
。質
問
形
式
で
親
が
答
え
、

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害

の
疑
い
が
あ
る
か
ど
う
か
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

＊
フ
レ
イ
ル

元
気
な
状
態
と
介
護
が
必

要
な
状
態
の
中
間
地
点
で
、年

を
重
ね
て
心
身
の
活
力（
筋
力
、

認
知
機
能
、社
会
と
の
つ
な
が

り
な
ど
）が
低
下
し
た
状
態
。

よ
り
早
く
フ
レ
イ
ル
の
状
態

に
気
付
き
、日
常
生
活
を
見
直

せ
ば
、元
気
な
状
態
を
長
く
維

持
で
き
た
り
、元
気
な
状
態
に

戻
す
こ
と
も
で
き
る
。

①
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

②
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

【
説
明
】
①
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
２
千
700
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
716
億
７
千
372
万
４
千
円
と

す
る
も
の
。

②
一
般
職
の
職
員
の
期
末
・
勤

勉
手
当
の
見
直
し
に
伴
い
、
規

定
の
整
備
を
す
る
。
東
京
都
で

は
民
間
の
支
給
割
合
が
都
職
員

の
年
間
支
給
月
数
を
上
回
る
た

め
、
期
末
・
勤
勉
手
当
を
引
き

上
げ
る
も
の
で
、
本
市
に
お
い

て
も
東
京
都
と
同
様
に
期
末
・

勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
を
0.1
月

分
引
き
上
げ
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
】

問　
予
備
費
の
充
用
で
は
な
く
、

財
政
調
整
基
金
の
繰
り
入
れ
に

よ
っ
て
財
源
確
保
を
行
っ
た
財

政
上
の
取
り
扱
い
は
。

＊
地
域
未
来
塾

経
済
的
な
理
由
や
家
庭
の

事
情
に
よ
り
、家
庭
で
の
学
習

が
困
難
で
あ
っ
た
り
、学
習
習

慣
が
十
分
に
身
に
つ
い
て
い

な
い
児
童
・
生
徒
へ
の
学
習
支

援
を
、大
学
生
や
教
員
Ｏ
Ｂ
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
地
域
住
民
の
協

力
に
よ
り
学
習
支
援
を
実
施

す
る
事
業
。

＊
バ
ス
ベ
イ

バ
ス
利
用
者
の
安
全
な
乗

降
及
び
停
車
中
の
バ
ス
に
よ

る
本
線
上
の
自
動
車
交
通
の

流
れ
に
支
障
を
来
た
さ
な
い

よ
う
に
設
け
た
バ
ス
専
用
ス

ペ
ー
ス
。

答　
予
備
費
の
充
用
は
年
度
途

中
に
お
け
る
不
測
の
事
態
等
に

よ
り
予
算
額
の

不
足
が
生
じ
た

場
合
に
対
応
し

て
い
る
。
今
回

は
財
政
調
整
基

金
に
よ
り
予
算

額
を
編
成
し
た

が
、
歳
入
と
歳

出
の
均
衡
を
図

る
た
め
に
、
予

備
費
を
端
数
調

整
し
て
、
こ
れ

ま
で
の
慣
例
に

従
い
対
応
し
た
。

問　
東
京
都
人

事
委
員
会
勧
告

の
拘
束
力
は
。

ま
た
、
今
回
の

改
定
は
勧
告
通

り
な
の
か
。

答　
地
方
公
務

員
法
の
中
で
人

事
委
員
会
の
設

置
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

本
市
に
は
人
事
委
員
会
が
な
く
、

東
京
都
人
事
委
員
会
が
都
内
企

業
、
事
業
所
の
給
与
実
態
を
踏

ま
え
て
勧
告
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
本
市
に
お
い
て
も
改
定
を

上
程
し
た
。
改
定
内
容
は
勧
告

ど
お
り
で
あ
る
。

【
結
果
】
①
②
と
も
賛
成
全
員

で
可
決

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

【
説
明
】
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
５
億
６
千
687
万
２
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
722
億
４
千
59
万

６
千
円
と
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
項
目
】

・
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業

費
の
概
要
、
手
続
、
勤
務
体

制
に
つ
い
て

・
児
童
福
祉
運
営
費
の
保
育
従

事
職
員
宿
舎
借
り
上
げ
支
援

補
助
金
の
対
象
者
、
割
合
、

対
象
者
を
限
定
し
た
理
由
、

現
在
従
事
し
て
い
る
方
へ
の

対
応
に
つ
い
て

・
都
の
待
機
児
童
解
消
加
速
化

プ
ラ
ン
に
掲
げ
ら
れ
た
事
業

か
ら
選
択
し
た
事
業
の
理
由

及
び
選
択
し
な
か
っ
た
事
業

の
理
由
に
つ
い
て

・
消
防
委
託
負
担
金
の
増
額
理

由
に
つ
い
て

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

＊

一般質問 (5)、用語の解説、臨時会の審議から、予算特別委員会の審査から

歩
い
て
楽
し
い
ま
ち

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
言
え
る
ま
ち遠藤　

源
太
郎
（
自
民
）

保
谷
庁
舎
は
旧
市
の
本
丸
14
年
間
更
地

田
無
庁
舎
の
中
庭
に
仮
庁
舎
建
設浅

野　
髙
司
（
自
民
）

泉
小
学
校
跡
地
活
用
は

地
域
住
民
の
意
向
を
尊
重
し
て
進
め
よ

保
谷　
な
お
み
（
自
民
）

用
語
の
解
説

臨
時
会
の
審
議
か
ら

東
京
都
人
事
委
員
会
の
勧
告
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
一
般
職

の
職
員
の
期
末
・
勤
勉
手
当
を
改
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
審

議
を
行
う
た
め
、
11
月
30
日
に
第
１
回
臨
時
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
そ
の
審
議
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
か
ら

平
成
28
年
度
補
正
予
算
の
主
な
審
査
内
容
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◇
質
問
内
容
の
詳
細
は
会
議
録
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
会
議
録
の
公
開
予
定
」
は
10
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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保谷庁舎 田無庁舎

「
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

（
12
件
）
」

【
説
明
】
都
市
計
画
法
に
基
づ

く
開
発
行
為
に
よ
り
設
置
さ
れ

寄
附
さ
れ
た
道
路
と
土
地
区
画

整
理
事
業
に
よ
り
設
置
さ
れ
寄

附
さ
れ
た
道
路
を
、
道
路
法
の

規
定
に
基
づ
き
認
定
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
】

問　
議
案
第
96
号
は
、
生
産
緑

地
法
の
中
で
生
産
緑
地
を
解
除

し
て
、
市
に
提
供
す
る
プ
ロ
セ

ス
が
と
ら
れ
て
い
る
の
か
。

答　
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ

い
て
は
、
こ
の
手
法
そ
の
も
の

が
市
街
地
整
備
の
手
法
の
１
つ

で
あ
り
、
土
地
区
画
整
理
法
に

基
づ
い
て
道
路
・
公
園
な
ど
の

公
共
施
設
を
整
備
・
改
善
し
、

土
地
の
区
画
を
整
え
、
必
要
に

応
じ
て
土
地
の
入
れ
替
え
を
行

う
こ
と
で
宅
地
の
利
用
の
増
進

を
図
る
事
業
で
あ
る
。
こ
の
整

備
手
法
を
用
い
て
、
生
産
緑
地

「
損
害
賠
償
請
求
に
関
す
る
和

解
に
つ
い
て
」

【
説
明
】
本
市
の
非
常
勤
職
員

が
通
勤
の
際
に
交
通
事
故
に
よ

る
災
害
が
生
じ
た
た
め
、
西
東

京
市
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常

勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等

に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
本

市
が
こ
の
被
災
職
員
に
対
し
補

償
を
行
い
、
こ
の
補
償
に
よ
っ

て
本
市
が
取
得
し
た
、
被
災
職

員
が
被
請
求
者
に
対
し
て
有
す

る
損
害
賠
償
請
求
権
に
つ
い
て
、

被
請
求
者
と
の
間
で
和
解
す
る

た
め
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に

基
づ
き
提
案
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
】

問　
事
故
防
止
の
取
り
組
み
は
。

答　
庁
内
掲
示
板
で
の
注
意
喚

起
、
交
通
安
全
ニ
ュ
ー
ス
の
発

行
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
乗

用
車
の
安
全
運
転
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
策
定
し
、
庁
内
周
知
を
図
る

ほ
か
、
全
職
員
や
安
全
運
転
管

理
者
に
対
し
て
、
安
全
運
転
の

研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
西
東
京
市
合
築
複
合
化
に
か

か
わ
る
陳
情
」

【
趣
旨
】
中
央
図
書
館
・
田
無

公
民
館
は
市
庁
舎
統
合
の
案
件

と
は
別
に
し
て
、
現
在
の
場
所

で
存
続
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
。

【
市
か
ら
の
説
明
】
庁
舎
統
合

に
つ
い
て
は
、
庁
舎
統
合
方
針

(

案)

に
お
い
て
、
保
谷
庁
舎
機

能
を
合
築
複
合
化
に
よ
り
移
転

す
る
中
央
図
書
館
、
田
無
公
民

館
に
移
転
し
、
施
設
を
有
効
活

用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
今

後
、
合
築
複
合
化
基
本
プ
ラ
ン

策
定
懇
談
会
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、
庁
舎
統
合
方
針
決
定

を
目
指
す
。

　
合
築
複
合
化
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
合
築
複
合
化
基
本
プ
ラ

ン
策
定
懇
談
会
に
お
い
て
議
論

し
て
い
る
。
今
後
も
基
本
プ
ラ

ン
策
定
の
過
程
に
お
い
て
情
報

提
供
や
市
民
参
加
の
実
施
等
、

議
会
で
の
決
議
を
踏
ま
え
、
丁

寧
な
取
り
組
み
を
進
め
る
。

【
主
な
質
疑
】

（
平
成
27
年
12
月
７
日
の
審
査
）

問　

３
館
合
築
は
庁
舎
統
合
整

備
の
前
提
か
。

答　
議
論
と
し
て
は
別
と
考
え

て
い
る
。

問　
適
正
配
置
・
適
正
規
模
の

議
論
の
中
で
、
３
館
を
先
に
進

め
る
と
お
か
し
く
な
る
認
識
は
。

答　
市
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
等
に

配
慮
し
な
が
ら
他
の
公
共
施
設

の
利
用
実
態
等
も
考
え
、
総
合

的
に
判
断
す
る
。

（
平
成
28
年
12
月
12
日
の
審
査
）

問　
こ
の
間
、
田
無
公
民
館
を

存
置
し
、
２
館
合
築
も
検
討
に

入
れ
、
先
延
ば
し
さ
れ
た
が
、

庁
舎
統
合
方
針
の
年
内
決
定
に

変
更
は
な
い
の
か
。

答　
市
民
参
加
の
意
見
を
踏
ま

え
、
年
内
に
決
定
す
る
。

問　
図
書
館
・
公
民
館
の
耐
震

対
応
は
。

答　
田
無
公
民
館
を
存
置
す
る

場
合
、
耐
震
対
応
が
必
要
。
現

時
点
で
は
、
具
体
的
な
耐
震
対

応
の
結
論
ま
で
に
至
っ
て
い
な

い
。

【
結
果
】
賛
成
少
数
で
不
採
択

「
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」

【
説
明
】
外
国
人
等
の
国
際
運

輸
業
に
係
わ
る
所
得
に
対
す
る

相
互
主
義
に
よ
る
所
得
税
等
の

非
課
税
に
関
す
る
法
律
の
改
正

に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
料
の

算
定
規
定
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
。

【
主
な
質
疑
】

問　
資
料
で
は
「
正
式
な
国
交

の
な
い
台
湾
と
の
間
で
、
課
税

権
を
調
整
す
る
た
め
の
条
約
に

相
当
す
る
枠
組
み
を
構
築
す
る

た
め
、
所
得
税
法
等
の
一
部
が

改
正
さ
れ
た
」
と
あ
る
が
、
詳

し
い
説
明
を
求
め
る
。

答　
例
え
ば
台
湾
に
あ
る
企
業

等
か
ら
日
本
に
住
ん
で
い
る
方

（
日
本
人
も
含
む
）
も
し
く
は

台
湾
の
方
、
そ
れ
以
外
の
国
の

方
々
が
台
湾
の
企
業
か
ら
利
子

等
を
受
け
る
場
合
、
ま
た
は
、

台
湾
の
企
業
が
発
行
し
て
い
る

フ
ァ
ン
ド
の
利
子
や
配
当
を
受

け
る
場
合
、
そ
れ
ら
の
利
子
や

配
当
を
、
今
回
源
泉
課
税
か
ら

分
離
課
税
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

 

「
子
ど
も
食
堂
に
関
す
る
陳
情
」

【
趣
旨
】
本
市
に
は
「
子
ど
も

食
堂
」
が
５
カ
所
あ
り
、
貧
困

や
孤
食
の
子
ど
も
に
地
域
の
方

が
無
料
で
食
事
を
提
供
し
て
い

る
。
国
の
具
体
策
が
な
い
た
め
、

本
市
で
既
存
・
新
規
の
「
子
ど

も
食
堂
」
に
補
助
金
を
交
付
す

る
こ
と
を
求
め
る
。

【
市
か
ら
の
説
明
】
既
存
の
団

体
の
運
営
に
つ
い
て
は
地
域
住

民
や
農
家
、
商
店
な
ど
の
方
々

か
ら
の
寄
附
を
い
た
だ
き
な
が

ら
運
営
し
て
い
る
。
今
後
、
既

存
の
団
体
と
の
意
見
交
換
を
行

い
な
が
ら
、
支
援
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

【
主
な
質
疑
】

問　
現
実
に
既
存
団
体
か
ら
要

望
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　
各
運
営
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
方
々
の
協
力
、
寄
附
で
賄

っ
て
い
る
の
で
、
補
助
を
し
て

欲
し
い
、
お
金
に
困
っ
て
い
る

と
の
相
談
は
伺
っ
て
い
な
い
。

問　
市
内
の
子
ど
も
食
堂
は
、

必
ず
し
も
貧
困
の
救
済
が
目
的

で
は
な
く
、「
貧
困
」と
子
ど
も

食
堂
で
打
ち
出
さ
れ
る
こ
と
に

神
経
を
使
っ
て
い
る
。
実
態
を

つ
か
ん
だ
上
で
地
域
を
巻
き
込

ん
だ
支
援
体
制
を
作
っ
て
ほ
し

い
が
、
市
で
は
子
ど
も
食
堂
の

実
態
を
つ
か
ん
で
い
る
の
か
。

答　
現
状
調
査
で
は
、
ま
だ
不

十
分
な
点
が
多
い
が
、
他
自
治

体
と
比
べ
て
子
ど
も
食
堂
の
数

は
非
常
に
多
く
、
活
発
に
活
動

し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

意
見
交
換
の
場
を
設
け
て
、
今

後
の
発
展
に
努
め
て
い
き
た
い
。

【
結
果
】
賛
成
な
し
で
不
採
択

等
に
つ
い
て
も
利
用
し
て
い
る
。

問　
生
産
緑
地
に
関
す
る
土
地

区
画
整
理
で
道
路
の
寄
附
が
行

わ
れ
た
場
合
の
認
定
基
準
は
。

答　
西
東
京
市
道
路
・
公
園
等

の
整
備
基
準
に
基
づ
き
、
適
合

し
て
い
る
道
路
路
線
に
つ
い
て

寄
附
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
北
口
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
工
事
の
早
期
着
工

を
求
め
る
陳
情
」

【
趣
旨
】
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
北
口

の
絶
壁
階
段
と
西
側
の
あ
か
ず

の
踏
切
は
高
齢
者
、
障
害
者
な

ど
に
不
便
で
あ
る
。
駅
北
口
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事
に
つ
い

て
、
鉄
道
事
業
者
と
設
計
施
工

の
調
整
を
促
進
し
、
早
期
着
工

を
図
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

【
市
か
ら
の
説
明
】
ひ
ば
り
ヶ

丘
駅
北
口
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
設
置
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
西
武
鉄
道
株
式

会
社
で
設
計
作
業
を
進
め
て
お

り
、
そ
の
推
移
を
見
守
っ
て
い

る
。

【
主
な
質
疑
】

問　
設
計
業
務
完
了
後
に
つ
い

て
確
認
し
た
い
。

答　
現
在
結
ん
で
い
る
協
定
に

基
づ
き
、
西
武
鉄
道
が
設
計
作

業
を
進
め
て
お
り
、
設
計
業
務

完
了
後
、
速
や
か
に
工
事
に
関

す
る
協
定
が
結
べ
る
よ
う
に
担

当
者
間
で
事
前
調
整
を
進
め
て

い
る
。

問　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
市
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
張
り
紙
等
で

知
ら
せ
る
方
法
は
考
え
ら
れ
な

い
の
か
。

答　
現
在
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
の
北

口
と
南
口
に
各
１
カ
所
、
看
板

が
掲
示
さ
れ
て
い
る
。
設
計
作

業
が
終
わ
り
次
第
、
事
業
の
工

程
が
明
ら
か
に
な
る
た
め
、
期

日
を
入
れ
た
も
の
が
掲
示
さ
れ

る
と
聞
い
て
い
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
採
択

庁
舎
統
合
方
針(

案)

の
概
要

平
成
27
年
３
月
に
示
さ
れ
た

「
庁
舎
統
合
方
針（
案
）」の
基
本

方
針
は
、
１「
田
無
庁
舎
を
活

用
し
た
暫
定
的
な
対
応
方
策
を

当
面
の
方
策
と
す
る
」、
２「
平

成
45
年
度
を
目
途
に
真
の
庁
舎

統
合
を
目
指
す
」、３「
新
た
な

用
地（
市
中
心
エ
リ
ア
）で
の
統

合
を
視
野
に
検
討
す
る
」の
３

点
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
改
定
版
が
示
さ
れ
、

田
無
庁
舎
市
民
広
場
に
リ
ー
ス

方
式
に
よ
る
仮
庁
舎
を
整
備
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
た
。

調
査
経
過

平
成
27
年 

３
月
に
庁
舎
統
合

方
針（
案
）に
関
す
る
事
項
に
つ

い
て
調
査
す
る
特
別
委
員
会
が

設
置
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
17
回
の

委
員
会
を
開
催
し
た
。

田
無
庁
舎（
昭
和
58
年
築
）と

保
谷
庁
舎（
昭
和
43
年
築
）の
両

庁
舎
を
活
用
し
た
現
行
の
１
市

２
庁
舎
体
制
は
、
財
政
負
担
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
、
業
務
効
率
な

ど
の
課
題
が
あ
る
。
両
庁
舎
に

配
置
さ
れ
た
窓
口
業
務
の
重
複

配
置
人
件
費
や
両
庁
舎
の
維
持

管
理
経
費
等
の
課
題
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
で
は
、
両
庁
舎
で
事
務

の
取
り
扱
い
が
異
な
り
、
複
数

の
用
件
で
来
庁
し
た
市
民
は
、

庁
舎
間
の
移
動
が
生
じ
て
し
ま

う
。
ま
た
、
庁
内
会
議
等
で
の

庁
舎
間
移
動
に
よ
る
業
務
効
率

の
課
題
な
ど
で
あ
る
。

本
庁
舎
整
備
基
礎
調
査
報
告

書
に
基
づ
い
て
、「
田
無（
市
民

広
場
に
整
備
）」「
田
無（
公
民
館
、

図
書
館
敷
地
を
活
用
し
て
整

備
）」「
保
谷
」「
新
た
な
用
地
」の

４
つ
の
統
合
案
に
つ
い
て
議
論

を
重
ね
る
中
で
、
委
員
会
で
の

意
見
、
指
摘
等
を
踏
ま
え
て
、

追
記
、
修
正
が
さ
れ
て
修
正
版

も
示
さ
れ
た
。

な
お
、
本
委
員
会
は
、
第
４

回
定
例
会
の
本
会
議
に
お
い
て
、

調
査
報
告
を
行
い
、
調
査
が
終

了
と
な
っ
た
。

調
査
報
告
に
添
え
ら
れ
た
意
見

庁
舎
統
合
方
針（
案
）に
つ
い

て
、
執
行
部
に
説
明
を
求
め
、

質
疑
を
進
め
る
中
で
、
議
会
と

し
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
も
行

い
、
ま
た
そ
れ
に
対
す
る
執
行

部
の
検
討
結
果
の
報
告
も
い
た

だ
き
、
議
論
を
重
ね
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
各
委
員
の

意
見
は
賛
否
が
分
か
れ
、
一
致

点
に
到
達
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
委
員

会
と
し
て
の
意
見
は
集
約
に
至

ら
な
か
っ
た
と
結
論
づ
け
る
。

な
お
、
庁
舎
に
関
し
て
は
、

最
終
的
な
形
に
至
る
ま
で
、
今

後
も
各
段
階
に
お
い
て
検
討
が

重
ね
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

本
委
員
会
で
の
議
論
が
参
考
に

な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

※

詳
細
は
会
議
録
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。「
会
議
録
の
公
開
予

定
」は
10
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

委員会の審査から、庁舎統合方針検討特別委員会調査報告

文
教
厚
生
委
員
会

企
画
総
務
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

委
員
会
の
審
査
か
ら

庁
舎
統
合
方
針
検
討
特
別
委
員
会
調
査
報
告

議
案
や
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、
原
則

と
し
て
所
管
の
常
任
委
員
会
等
で
審
査
を
行
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
各
委
員
会
で
の
主
な
審
査
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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「健康づくりできます店」について
熊本市では、健康サポートメニュ
ー（栄養表示・食事バランスガイド・
ヘルシーオーダーメニューの提供
等）、地産地消等を認定基準とし、市
民の健康増進を推進することを目的
として、平成17年より「健康づくり
できます店」をスタートした。視察
時点では、204店舗が登録、現在も
認知度アップや店舗数の拡大のため
にスタンプラリーや市報、テレビ等
での広報活動を行い普及啓発に取り
組んでいる。

課題としては、登録しても閉店し
てしまう場合があること。栄養表示
事業には、労力を費やす全てのメニ
ューが対象ではないので、市民の認

識とずれが生じることがある等が挙
げられる。今後も認定基準を時代と
ともに見直していく。

「ウーマンワークカフェ北九州」につ
いて
北九州市では、平成28年５月23
日に「ウーマンワークカフェ北九州」
を開所した。この施設は女性の職業
生活における活躍を地域が一体とな
って推進することにより、北九州地
域への女性の定着と活力ある地域社
会の実現を目指しており、国・県・市
が一体となり、女性の活躍推進をワ
ンストップでサポートする。国はハ
ローワークと同じく求人情報の提供
や紹介、県はその求人開拓や出張相
談・随行、市は保育サービスや創業相
談を行う。それらの情報をカフェカ
ードとして統合し、ワンストップ＆
トータルサポートの体制を構築して
いる。
就職だけでなく、女性が働き続け
られる職場内のサポート体制も必要
であり、保育等を加えた事柄を同時
に進めることが大切であるといった
課題がある。民間企業にイクボス宣
言をしてもらうことを勧めるととも
に、北九州市が自らイクボス宣言を
行い、職場環境整えながら、女性管
理職を積極的に登用するために、そ
のポストに至るまでの人事管理等も
総合的に進めている。

「公共施設の有効活用」について
本市において平成27年３月で閉校

となった泉小学校の跡地について、
「西東京市公共施設等総合管理計画公
共施設等マネジメント基本方針」に
基づき、さまざまな角度から議論が
されており、本委員会の所管事務で
ある公共施設の適正配置の観点から、
有効活用について視察を行った。
京都市では、明治維新後、東京都

遷都により京都の人口が急減する中、
「人づくりこそが、京都再興の基盤に
なる」という地域住民の思いから、
自治組織ごとに資金等を出し合い「番
組小学校」を創設し現在の小・中学校
となった。その後、生徒数の減少に
伴い統廃合が進む中で、廃校施設の
跡地活用として地域住民の活動の場
としての施設の保存、また文化の発
展・研究の場として新たな機能を持た
せる取り組みや、公民協働の取り組
みは参考とすべき事例であった。

「草津未来研究所」について
自治体における自治体シンクタン

クの動向は増加傾向にあり、その役
割は一様ではなくさまざまである。
今回、地方自治体の自主性拡大につ
いて、その仕組みの構築について視
察を行った。
草津市では、「草津市の未来を見据

えた創造力ある政策を提案し、草津
市の政策審議能力の充実に寄与する」
ことを目的に草津未来研究所が設置
された。主な活動は、調査研究活動
及び人材育成活動である。
人口減少、少子高齢化が進む中で、

基礎自治体として従来からの業務蓄
積に頼るだけではなく、客観性を有
するデータ等に基づく政策意思決定
が求められる。「自治体シンクタンク」
は、政策課題を中長期的、かつ組織
横断的に研究を行うことにより、市
民ニーズへの対応や全市的な課題へ
の解決に向けた政策提言を行えるこ
とが最大のメリットであり、本市に
おいても市民益にかなう有効な取り
組みである。

「議会の災害復興への関わり」について
東日本大震災では、10ｍ35cmの
大津波により、1,100人以上の東松
島市民が犠牲になった。市全体の約
73％の家屋が被災、浸水地域は市街
地の65％で、全国の被災市町村中最
大の被害に見舞われた。
市災害対策本部には、議会は本部
員として組織に組み込まれなかった
が、当時の議長が朝晩の会議に、ほ
ぼ毎日出席することによって情報の
共有を続けた。議員は、議会の一員
であると同時に、地域のリーダーも
担い、避難所運営等を世話する組織
の一員にもなっていたことから、情
報網が麻痺している中、市災害対策
本部が把握している被災状況を地域
に提供するという役割は大きかった。
議会が、市災害対策本部に影響を
与えずに活動するのは困難であるた
め、過去３度の地震経験を踏まえ、
議会では個別地域の案件は持ち込ま
ないという協議をし、執行部の負担
になることや判断を鈍らせることは
控えた。

震災発生後、災害対策特別委員会
を設置。委員会では、議員活動を通
しての、防災の自主組織や避難所運
営等の情報交換を行った。また、市
長の専決処分を容認する意思決定を
行うため、執行部抜きで臨時会を招
集するなど、口頭の紳士協定を結び、
変則的な取り扱いで対応した。
分散している被災地域の市民の意
見をどのように反映していくかが今
後の課題となっている。

「せんだい３.11メモリアル交流館」施
設見学
東日本大震災を知り学ぶためのメ
モリアル施設として、平成27年12
月に地下鉄東西線開通とともに開館。
１階では立体地図、スライド映像な
どの情報発信。２階の常設展では、
震災被害や復興の状況を伝える写真
パネルや、証言が時系列に並び、津
波により大きな被害を受けた地域の
生活を知り、震災を学べる場となっ
ている。

「ごみ屋敷条例に基づく行政代執行に
よる強制撤去」について
近年、大量にごみをため込み迷惑

をかける「ごみ屋敷問題」が全国的
に発生している。郡山市も例外では
なく、周辺の生活環境が悪化し、対
応が急務であった。
これまで「郡山市廃棄物の適正処

理、再利用及び環境美化に関する条
例（美化条例）」で対応してきたが、
既存の法律及び条例の限界を補うこ
とと、現在及び未来に対する事案に
対応するため、①廃棄物及び有価物の
どちらの堆積にも対応可能とする機
能、②ごみ屋敷の原因を作っている者
に、適正な状態とするよう義務を生
じさせる機能、③実効性を担保させる
機能が求められた。
このことにより、新たに「郡山市

建築物等における物品の堆積による
不良な状態の適正化に関する条例（ご
み屋敷条例）」が制定され、市が指導
を行ったが改善されなかった案件に
ついて、全国で２例目となる行政代
執行による強制撤去が行われた。

「再生可能エネルギー導入推進」につ
いて
福島市では、「福島市再生可能エネ

ルギー導入推進計画」を策定し、地
域特性にあった再生可能エネルギー
の導入を、市、市民、事業者が一体
となって積極的に推進している。さ
らに、「福島市次世代エネルギーパー
ク計画」は、経済産業省資源エネル
ギー庁より平成27年10月に認定さ
れ、市全体を一つのエネルギーパー
クと見立て、市内各地の再生可能エ
ネルギー関連施設を連携させ、市民
の学習機会の拡充を図っている。
田園風景や里山、緑豊かな自然環

境や景観との調和を保ちながら、地
域資源を活用し、より地域特性にあ
った省エネを推進している。
再生可能エネルギー導入により、

地球温暖化防止と環境への負荷の少
ない低炭素・循環型社会の構築等を
はじめ、原子力災害からの復興や災
害・非常時に強いまちづくりを進め、
安全・安心なエ
ネルギーによる
「環境最先端都
市」の実現、将
来的には原子力
に依存しない社
会づくりに貢献
することを目指
している。

委員会視察REPORT

文教厚生委員会視察報告
日程・視察先
11月14日 熊本県熊本市
11月15日 福岡県北九州市

参加
委員数
９人

報告者  文教厚生委員長  森　信一

熊本県熊本市

福岡県北九州市

企画総務委員会視察報告
日程・視察先
11月８日　京都府京都市
11月９日　滋賀県草津市

参加
委員数
８人

報告者 企画総務委員長 酒井ごう一郎

京都府京都市

滋賀県草津市

議会運営委員会視察報告
日程・視察先
11月21日 宮城県東松島市
11月22日 宮城県仙台市

参加委員数
９人

委員外議員
5人

報告者 議会運営委員長 浜中のりかた

宮城県東松島市

宮城県仙台市

建設環境委員会視察報告
日程・視察先
７月21日　福島県郡山市
７月22日　福島県福島市

参加
委員数
10人

報告者 建設環境委員長　保谷　清子

福島県郡山市

福島県福島市
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議場傍聴席

委員会室傍聴席

平成28年10月19日に全議員を対象とした議員研修会を開催しま
した。
講師には、平成28年10月に行われた、全国市議会議長会研究フォ
ーラムのパネリストで、龍谷大学政策学部教授　土山希美枝氏をお
招きしました。
この中で、一般質問の大切さと、その「質問力」を高め議会の中で
どのように生かすかなどの手法も踏まえ、自治体と〈政策・制度〉と
市民、政策主体としての議会について講義をしていただきました。
研修に出席した議員からは活発な質疑応答が交わされ、充実した
研修となりました。
当市議会では、議員の資質向上と政策立案のため、このような「議
員研修会」を開催しています。
今後の研修についても、引き続き市民の皆さんに報告します。

市議会で開かれる本会議・委員会は、どなたでも傍聴できます。ここ
では傍聴の手順をご案内します。

議会 NEWS ①

議会 NEWS ② 議会を傍聴しませんか
質問力を高める、議会力に活かす

田無庁舎議会棟３階議会事務
局へお越しください。

本会議は３階議場、委員会は
４階委員会室（第１～第３委
員会室）で行われます。

傍聴後は、議会事務局に傍聴
証をご返却ください。

受付で傍聴届にお名前、ご住
所等をご記入いただいた後、
傍聴証を受け取り、身に着け
てください。

西東京市議会15周年を記念して、休
日・２部構成による議場コンサートを
開催しました。１部、２部ともに定員
を超える申し込みがあり、過去最高の
来場者数となりました。
演奏は、西東京市出身でソリスト、

室内楽奏者の傍らオーケストラ奏者
としても活躍するチェリスト　矢口
里菜子さん、国内外で幅広く活躍する
ピアニスト　田口翔さんのお２人を
お招きして行われました。
演目は、チェロとピアノの二重奏に

よるエルガーの「愛のあいさつ」を皮
切りに、サン＝サーンスの「白鳥」やチ
ェロ・ピアノソロなど全７曲、約45分
の演奏が行われました。アンコールで
は、ラフマニノフの「ヴォカリーズ」が
演奏され、チェロとピアノの美しい音
色に、会場からは盛大な拍手が送られ
ました。
今回のコンサートでは、初めて議場

にお越しになった方が約82％と多く、
このイベントが議会を身近に感じて
いただけるきっかけとなったならば
幸いです。

開催日時　12月４日（日）１部：午前11時　２部：午後１時30分　　　開催場所　議会棟３階　議場
演 奏 者　矢口　里菜子さん（チェロ）、田口　翔さん（ピアノ）　　　来場者数　１部90名、２部95名

Ｑ1．曲目や演奏はいかがでしたか？
よかった　95.3％　 ふつう　1.3％　 よくなかった　０％
【主な感想】
・初めて議場コンサートに参加しました。議場の議員席に座
らせていただき、また機会がありましたら、会議の傍聴をし
たいと思いました。

Ｑ4．西東京市議会に望むことは？（複数回答）
１位 市民が議会に関心をもち、参加しやすくなること 26.6％
２位 議会の情報を積極的に発信すること 24.6％
３位 市民と議員の意見交換の場を設けること 21.9％
【主な感想】
・市民と議員との意見交換の場を強く望みます。
・子どもも議場見学したり、議員さんに直接意見を言える機会
  があるといいな！

Ｑ3．年代は？
１位 70代 32.9％
２位 60代 25.5％
３位 80代 12.1％

Ｑ2．議場コンサ－トの開催は、どのようにお
　　知りになりましたか？（複数回答）
１位 市報 54.8％
２位 議会だより 22.6％
３位 その他 8.9％

Ｑ5．これまでに市議会にお越しいただいたこと
　　 はありますか？
は　い　　16.8％ （複数回答）　　　　　　いいえ　　81.9％
 　　 ・・・市議会の傍聴　14.8％　
 　　 ・・・議場コンサート 74.1％
 　　 ・・・その他　11.1％

皆さんのコンサートの感想は？
当日149名の方がアンケ－トにご回答くださいました。ご協力ありがとうございました。

※無回答など全ての回答を表記していないため、回答総数は一致しません。

議会NEWS①、議会NEWS②、議員研修会

議員研修会

Step1 Step3

Step4

Step2

市議会15周年記念議場コンサ－トを開催しました
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合
築
複
合
化
案
に
関
す

る
陳
情

〇
中
央
図
書
館
・
田
無
公
民
館

を
現
在
の
場
所
に
存
続
さ
せ

る
こ
と
の
陳
情

〇
３
館
合
築
の
棚
上
げ
に
関
す

る
陳
情

〇
３
館
合
築
に
関
す
る
陳
情

〇
子
ど
も
食
堂
に
関
す
る
陳
情

（
以
上
、文
教
厚
生
）

〇
西
東
京
市
が
ご
み
処
理
に
過

剰
な
公
金
支
出
を
行
う
こ
と

が
な
い
よ
う
求
め
る
請
願

（
建
設
環
境
）

〇
仮
設
庁
舎
整
備
の
再
考
を
市

民
参
加
で
求
め
る
陳
情

〇
仮
設
庁
舎
整
備
に
反
対
す
る

陳
情    

（
以
上
、庁
舎
特
別
）

都
市
農
業
の
振
興
・
農
地
の
保

全
の
た
め
に
制
度
改
善
を
行
う

こ
と
を
求
め
る
意
見
書

【
提
出
先
】
衆
議
院
議
長
、
参

議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

農
林
水
産
大
臣
、
財
務
大
臣
、

国
土
交
通
大
臣
、
総
務
大
臣

全
て
の
人
々
が
相
互
に
人
格
と

個
性
を
尊
重
す
る
共
生
社
会
の

実
現
を
求
め
る
意
見
書

【
提
出
先
】
内
閣
総
理
大
臣
、

文
部
科
学
大
臣
、
厚
生
労
働
大

臣
、
法
務
大
臣
、
国
家
公
安
委

員
会
委
員
長

政
治
分
野
へ
の
男
女
共
同
参
画

を
推
進
す
る
た
め
の
法
整
備
を

求
め
る
意
見
書

【
提
出
先
】
衆
議
院
議
長
、
参

編
集
後
記

・職員退職手当支給条例
・国民健康保険条例
・市税条例
・子供の医療費の助成に関する条例
・ひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例
・児童保育費用徴収条例
・職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例
・職員の育児休業等に関する条例

・保谷なおみ議員の一般質問による教育委員会のパワーハ
ラスメント疑惑問題調査特別委員会の設置に関する動議

・西東京市、柳泉園組合及び多摩六都科学館組合公平委
員会の共同設置の廃止について

・農業委員会委員の任命につき同意を求めることについ
て（19件）

・都市農業の振興・農地の保全のために制度改善を行う
ことを求める意見書

・全ての人々が相互に人格と個性を尊重する共生社会の
実現を求める意見書

・政治分野への男女共同参画を推進するための法整備を
求める意見書

・東京都市町村公平委員会を共同設置する団体となるこ
とについて

・一般会計（第３号）

・一般職の職員の給与に関する条例

・一般会計（第４号）

・市道路線の認定について（12件）

・オスプレイの飛行中止・配備撤回を求める意見書

・損害賠償請求に関する和解について

無
所
属
②（
１
）

無
所
属
①（
１
）

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
２
）

民
主
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム（
３
）

統
一
会
派
み
ら
い（
４
）

日
本
共
産
党
西
東
京
市
議
団（
４
）

西
東
京
市
議
会
公
明
党（
５
）

自
由
民
主
党
西
東
京
市
議
団（
８
） ※

１

結　
　
　
　

果

否
決

同
意

可
決

可
決

可
決

第1回臨時会・第4回定例会 議案等の議決結果一覧 〇賛成　×反対
△会派内で賛否が分かれたもの　一退席

会　　派
(  ) は所属議員数

件　　名

賛成全員

第1回臨時会

第４回定例会

賛成全員

賛成全員

賛成全員

会
議
の
開
催
状
況

７
日　
全
員
協
議
会

11
日　
庁
舎
統
合
方
針
検
討
特
別
委
員
会

25
日　
全
員
協
議
会

29
日　
議
会
運
営
委
員
会

30
日　
第
１
回
臨
時
会
・
本
会
議
（
議
案
上
程
〜
議
決
）

２
日　
第
４
回
定
例
会
・
本
会
議
（
議
案
等
上
程
〜
付
託
）、
予
算

特
別
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
、
議
会
報
編
集
委
員
会
、

庁
舎
統
合
方
針
検
討
特
別
委
員
会

５
日　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

６
日　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

７
日　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

８
日　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

９
日　
文
教
厚
生
委
員
会
、
建
設
環
境
委
員
会

12
日　
企
画
総
務
委
員
会

13
日　
予
算
特
別
委
員
会
、
会
派
代
表
者
会
議
、
議
会
I
C
T
推

進
協
議
会

15
日　
庁
舎
統
合
方
針
検
討
特
別
委
員
会

16
日　
議
会
運
営
委
員
会

21
日　
本
会
議
（
委
員
会
審
査
報
告
、
議
員
提
出
議
案
等
上
程
〜

議
決
）、
議
会
運
営
委
員
会

※１ 議長は採決に加われないため、採決時は7名　※２ 一部退席

２
年
前
、
初
め
て
市
議
会
に

入
り
、
行
政
の
手
が
け
る
業
務

の
量
と
範
囲
の
広
さ
に
圧
倒
さ

れ
ま
し
た
。

地
方
分
権
改
革
後
、
自
治
体

の
役
割
は
以
前
に
も
増
し
て
重

く
、
平
成
28
年
度
は
在
宅
療
養

連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
「
に
し
の

わ
」
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
新

た
な
行
政
需
要
へ
の
対
応
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
行
政
課
題
が
あ
る
中
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
対
応
す

べ
き
課
題
は
何
か
、
し
っ
か
り

と
見
極
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
皆
様
の
ご
意
見
を
市
政

へ
反
映
で
き
る
よ
う
、
今
年
も

市
議
会
へ
の
ご
意
見
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
Ｋ
）

╳ ╳ - ○ ╳ ○ ○ ○

╳ ╳ ○ △ ○ ○ ○ ○

○ ╳ ○ △ ╳ ○ ○ ○

○ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（
平
成
28
年
11
月
〜
12
月
）

■
第
１
回
定
例
会
は
２
月
27
日

（
月
）か
ら
開
催
予
定

　
詳
細
は
、
決
ま
り
次
第
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
請
願
・
陳
情
の
提
出

　
請
願
・
陳
情
は
随
時
受
け
付

平
成
29
年
１
月
10
日
付
け
で

「
民
主
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
か

ら
「
民
進
党
西
東
京
」
に
名
称

が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

法
務
大
臣
、
内
閣
府
特
命
担
当

大
臣
（
少
子
化
対
策
・
男
女
共

同
参
画
）、内
閣
府
特
命
担
当
大

臣
（
地
方
創
生
・
規
制
改
革
）

ホームページ冊　子

・常任委員会
・議会運営委員会
・庁舎統合方針検
　討特別委員会
・予算特別委員会

・本会議

・本会議
第4回定例会

第1回臨時会
会議名

・情報公開コーナー
・議会図書室

・情報公開コーナー
・議会図書室
・市内図書館

2月中旬

公開中

2月下旬

補
正
予
算

(

28
年
度)
補
正
予
算

(
28
年
度)

条
例

改
正

条
例
改
正

そ
の
他

動
議

議
員
提
出
議
案

※2

け
し
て
い
ま
す
が
、
第
１
回
定

例
会
中
に
審
査
を
行
う
た
め
に

は
、
２
月
20
日
（
月
）
ま
で
に

ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

定
例
会
開
催
予
定
日
に
変
更

が
あ
る
場
合
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議決結果（議案等、請願・陳情）、意見書、会議の開催状況等

請
願
・
陳
情
の
結
果

今
定
例
会
で

　　　　可
決
し
た
意
見
書

会
議
録
の
公
開
予
定

（　

）
は
付
託
委
員
会

採
択
さ
れ
た
も
の

不
採
択
と
な
っ
た
も
の

11
月

12
月

次
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

会
派
名
の
変
更
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